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全身用X線CT診断装置　ネオトム Alpha　　認証番号：304AIBZX00004000

X線CT装置

NAEOTOM Alpha
with Quantum Technology

www.siemens-healthineers.com/jp

CT redefined.
The world’s first photon-counting CT

イノベーションにより技術が飛躍的に進歩すると、常識が変化することがあります。

世界初*のフォトンカウンティングCT の登場はまさにその瞬間と言えます。

フォトンカウンティング検出器を採用したNAEOTOM Alpha は、CT の定義を一新しました。

QuantaMax detector は先進的な直接信号変換をベースとして開発されており、

より多角的に臨床情報を得ることが可能になります。
*2022年2月　自社調べ
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診療放射線技師
業務標準化宣言

いまզ͕ࠃͰはʮ҆৺Ͱ҆શͳҩ療ͷఏڙʯ͕ࠃຽ͔ΒٻΊΒΕͯいΔɻͦしͯްੜҩ療ͷج本Ͱ͋Δʮҩ療ͷ
࣭ͷ্޲ʯʹ͚ͯ޲શͯͷҩ療৬छ͕ࢀ加しɺ߃ৗతʹ׆ಈΛ͢Δඞཁ͕͋Δɻ

ຽ͔Β৴པ͞ΕΔීวࠃ務શൠʹͭいͯ΋ɺۀびҩ༻ը૾技ज़ΛؚΉ診療放射線技師ٴΘΔ放射線技ज़ܞୡ͕ࢲ
తͳ҆શ技ज़Λ༻いͯɺ公։しͳͯ͘はͳΒͳいɻͦしͯۙ年ɺάϩーόϧスタンμーυͷைྲྀͱしͯɺE#.

（EWJEFODF #asFE .FEJDJOF）ɺΠンϑΥーϜυίンηンτɺϦスΫマωジϝンτɺҩ療จԽͷৢ੒ɺ஍ڥ؀ٿอ
શͳͲ΋ॏཁͳ社会తཁ߲ࣄٻͱͳͬͯいΔɻ

公益社団法人東京都診療放射線技師会Ͱはɺh しɺ診療放射線技ࢦຽ͔Β৴པ͞Εબ͹ΕΔҩ療ʱͷ一һΛ目ࠃ
師ͷ໾ׂΛ໌֬ʹ͢Δͱͱ΋ʹɺ֤छۀ務ͷඪ४ԽシステϜߏஙΛએ͢ݴΔɻ

診療放射線技師業務標準化には以下の項目が含まれるものとする。

⚑ɽ ペイシェントケア
⚒ɽ 技術、知ࣝのར༻
⚓ɽ ඃ͹く؅ཧ（࠷దԽʗ௿ݮ）
⚔ɽ ඼࣭؅ཧ
⚕ɽ （点検ʗอकʗメンテナンεۀऴ࢝）؅ཧثػ
⚖ɽ （ʗอ؅ޢकൿʗอ）人情ใ؅ཧݸ
⚗ɽ 教ҭ（日ৗ教ҭʗ܇࿅ʗ生֔教ҭ）
⚘ɽ リεΫマネジメント

別ࣝऀױ～
ࢭ๷ނࣄ～
～感છ๷ࢭ
時ରԠ֐ࡂ～

⚙ɽ （อશڥ؀ٿ地）マネジメントڥ؀
⚑⚐ɽ ධՁシεテムのߏங

公益社団法人東京都診療放射線技師会

診療放射線技師
業務標準化宣言
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ॵ͞ق͍͠ݫઅ

いよいよ3月、冬から春への移り変わりを感じられる季節です。この時期、私たち診療放射線技師は、
日々の業務を通じて新たな変化の時期だと思います。年度末を控え、これまでの成果を振り返るとと
もに、来る新年度に向けた準備を進める時期でもあります。

診療放射線技師としての役割は、医療現場においてますます重要性を増しています。特に、最新の
技術や機器が導入される中で、私たちの専門知識と技術力が患者の診断や治療に大きく寄与すること
を再認識する必要があります。新しい技術に対する理解を深め、常に学び変化し続ける姿勢が求めら
れます。また、卒業の季節でもあり新たな環境に飛び込む学生たちにとって、私たち診療放射線技師
がどのような役割を果たしているのかを伝えることは、次世代の育成にもつながります。経験や知識
を共有し、未来の診療放射線技師たちが自信を持って成長できるようサポートしていきたいと思いま
す。現在勤務されている方には、新たな挑戦と成長の機会を迎えて過去の成果を振り返り、未来に向
けた目標を設定する絶好のタイミングです。私たちの専門性を活かし、医療現場での役割を再確認す
ることで、さらなる飛躍を遂げることができるでしょう。

昨年は、さまざまな災害や困難や変化がありましたが、それを乗り越えることで私たちは成長して
きました。これまでの経験を基にさらなる専門性の向上を目指す時期です。全体で協力し合い互いに
学び合うことで、より強固な医療チームを築いていきます。私たちは、患者の健康と安全を守るため
に、常に最新の知識と技術を身につけることが求められます。本会では、研修会や勉強会を通じて自
己研鑽を続け、専門性を高めることができます。これにより技術が患者の診断や治療にどれほど貢献
できるかを実感できると思いますので、お時間の許す限りご参加いただくことを希望しております。

さて、1月25日（土）には、第19回ペイシェントケア学術大会が、120名あまりの会員諸氏の参加
で盛会に開催されました。あらたな試みとして演題発表方式を採用し、本会の16のすべての地区か
ら研究発表や報告がされ、活気ある討論となりました。都民公開講座では、福島県⽴医科大学保健科
学部准教授の五月⼥康作先生をお迎えして、「私が漫画『ラジエーションハウス』を作りたかったワ
ケ〜想いを社会に届けるメソッド〜」の講演をしていただきました。大勢の参加者が非常に熱心に聞
いており、特に若い方にこの作品がどのように産まれ、成長してきたのか、そしてこの作品を通じて
伝えたかったことを参加者一同共有できたと思います。さらに、情報交換会も70名を超える会員諸
氏が参加して、久しぶりに対面で再会して大いに懇親を深め盛り上がっていました。

また、2月8日（土）には、第77回臨時総会がリモート会議システムを利用して、多くの代議員の
参加により開催されました。「会費に関する規程」「会費減額に関する時限規程」が議題となり活発に
議論され、議題すべてを代議員の皆さまにご理解ご協力いただき滞りなく承認されました。本会は会
員2,800名を超え、組織率、増加率ともに顕著に増加しております。2025、2026年度も引き続き会費
が減額されることになり、一層の会員増加を期待するところです。

最後に、本会は新たな変化の時、飛躍のチャンスです。役員や会員一人ひとりが自らの役割を果た
し、チームとしての本会の力を発揮することで、より良い医療を提供できると信じています。共に成
長し未来に向けて変化していきましょう。

年ͷࠓͰおա͝しͰしΐ͏͔ɻ毎日ͷテϨϏ΍৽ฉͰはɺؾݩ෣いਃし্͛ま͢ɺ会һͷօ͞んはおݟॵお࢒
໠྽ͳॵ͞Λใͯ͡おΓɺۙ࠷はɺ日本ͷͲ͔͜Ͱ毎日40౓Λ௒͑Δ৔所͕ग़͖ͯͯいま͢ɻ8月ʹೖΓɺՆٳ
ΈͰͲんͳա͝しํΛしͯいΔͷͰしΐ͏͔ʁ　χϡースͰはਫෆ଍΋ใ͡ΒΕͯいま͢ɻ͞Βʹɺ͜ͷॵ͞Ͱ
ଟ͘ͷํʑ͕೤த঱ͰපӃʹൖૹ͞ΕͯいΔよ͏Ͱ͢ɻ

ଌした஍؍Թ35ˆ�Ҏ্ͷ໠ॵ日͕ଓいͯいま͢ɻ6月Ҏ߱ɺ໠ॵ日Λؾߴ࠷年ಉ༷ɺ2025年΋֤஍Ͱ࿈日ɺࡢ
఺ͷྦྷੵ஍఺਺はɺه࿥తͳߴԹͱͳͬたɺࡢ年΍2023年΍2018年Λ͢Ͱʹ্回ͬͯいま͢ɻࠓՆはय़まͰଓ
いたΤϧχーχョݱ৅ͷ໊࢒ͷӨڹͰɺ֤஍ͰകӍೖΓ͕஗Εɺ୹いകӍظ間Ͱ΋߱ਫྔ͕ଟ͘ͳΓましたɻക
Ӎظ間΋ؚΊࠓՆ΋ؾԹ͕͘ߴɺകӍ໌͚Ҏ߱は֤஍Ͱ໠ॵͱͳͬͯいま͢ɻ7月ͷ日本ͷ月ฏؾۉԹは؍ଌ࢙
ه長࠷಺ࠃଟ͘ͳͬͯおΓɺ͕（Թ35ˆҎ্ؾߴ࠷）ͳΓましたɻ8月΋ॵ͞はଓいͯおΓɺ໠ॵ日͘ߴ΋࠷্
࿥Λߋ৽しͯいま͢ɻࠓ年は҆ఆしたՆۭ͕ଓ͔ͣɺෆ҆ఆͰήϦラཕӍ͕ଟ͘ͳͬͯいま͢ɻ͜ͷよ͏ͳٸͳ
ཕӍͷ一ҼͱしͯɺՆͷॵ͞Λ΋たΒ͢ଠฏ༸ؾߴѹͷ੎ྗ͕ɺೆͷւ্Λத৺ʹڧい͜ͱ͕͛ڍΒΕま͢ɻ日
本ͷೆͷւ্Ͱଠฏ༸ؾߴѹ͕ฏ年よΓுΓग़しͯいΔ͜ͱͰɺؾԹ্͕ঢし΍͢いͱͱ΋ʹɺଠฏ༸ؾߴѹͷ
΁ΓΛԊ͏よ͏ʹしͯ࣪ͬたۭ͕ؾ日本ྻౡʹྲྀΕࠐΈ΍͘͢ɺӍ΍ཕӍ͕ස発͢ΔݪҼͱͳͬͯいま͢ɻ͜ͷ
ઌはɺラχーχϟݱ৅ͷ発ੜʹよͬͯɺݫしい࢒ॵ͕༧૝͞Εま͢ɻॵ͞͞פ΋൴؛まͰͱいいま͕͢ɺ9月த
΋まだまだ�30౓Λ௒͑ΔਅՆ日Λه࿥͢Δͱ͜Ζ͕ଟ͘ɺळͷ౸དྷはฏ年よΓͻͱ月΄Ͳ஗ΕΔ͜ͱͰしΐ͏ɻ

ͯ͞ɺՆͷָしΈはԿͱいͬͯ΋Ո଒Ͱਫ༡びͰしΐ͏ɻし͔しɺ7月Լ०ͷΧϜνϟοΧ൒ౡԭͷେ஍਒ʹ
よΔ௡೾΍ɺ୆෩ͷ઀ۙʹよͬͯւਫཋ΋Ͱ͖ͣɺਫෆ଍ͷたΊプーϧ͕ด͞࠯ΕΔ஍Ҭ΋ग़ͯいΔよ͏Ͱ͢ɻ
஍਒はগͳ͔ΒͣࢲたͪΛෆ҆ʹ͞せま͢ɻいͭಉ͡よ͏ͳେ஍਒͕日本ۙւͰ͜ىΔだΖ͏͔ʜͱɻまたɺ୆
෩΋ଓ͚ͯͭز΋΍͖ͬͯましたɻࠓ年は୆෩΋ଟいͷͰしΐ͏͔ʜɻՆྫ߃ͷ֤஍ͰͷՖՐେ会ͷ༷ࢠ΋ใ͡
ΒΕɺた͘͞んͷ人ʑ͕͖ΕいͳՖՐΛתೳしたよ͏Ͱ͢ɻし͔しɺՖՐେ会ʹお͚ΔՐނࣄࡂ΋ใ͡ΒΕͯい
ま͢ɻ͜ͷॵ͞ݫしいقઅʹମௐΛ่͞͵よ͏ʹおޓいʹؾΛ෇ָ͚ͯしΈましΐ͏ɻ

ઌ日ɺ͋ΔใಓͰੜె会スϩーΨン͕ʰνϟϨンジʱͱい͏΋ͷ͕͋Γましたɻ
νϟϨンジʹͭいͯվΊͯͯ͑ߟΈΔͱɺͦΕはܾしͯʮ͏ま͘΍Δ͜ͱʯͰはͳいͱࢥいま͢ɻ͏ま͘い͘

͔Ͳ͏͔分͔Βͳͯ͘΋ɺʮ΍ͬͯΈよ͏ʯͱ͑ࢥΔ৺ɻࣦഊしͯ΋いいɺ時間͕͔͔ͬͯ΋いいɺま͕ͪ͑ͯ
΋いいɻʮ΍ͬͯΈよ͏ʯͱ一าΛ;Έग़͢͜ͱ͕େ੾ͳͷͰはͳいͰしΐ͏͔ɻͦͷ一าʹはɺඞͣ੒長ͷछ
͕ͭまͬͯいま͢ɻ͜Ε͔Βͷ診療放射線技師はɺνϟϨンジͷ࿈ଓͰしΐ͏ɻษڧ΍ӡಈだ͚Ͱͳ͘ɺ༑だͪ
ͱͷؔΘΓ΍৽しい໾ׂ΁ͷ௅ઓ΋ɺ͢΂͕ͯνϟϨンジͰ͢ɻ時ʹはࣦഊしたΓɺչしいࢥいΛしたΓ͢Δ͜
ͱ΋͋ΔͰしΐ͏ɻ͚ΕͲ΋ɺͦ͏した͕ͦ͜ݧܦɺࣗ分ࣗ਎Λେ͖͘੒長͞せͯ͘Εま͢ɻࢲはɺ長いٳΈΛ
औΓませんͰした͕ɺগしٳΈ͕औΕたΒいいͱ΋ͯͬࢥいま͢ɻし͔しɺͳ͔ͳ͔͏ま͘タΠϛンά͕߹いま
せんɻ͜Ε͔ΒはɺࠓまͰͱҧͬたԿ͔ʹऔΓ૊Ή͜ͱʹνϟϨンジͰ͖Ε͹ͱࢥいま͢ɻ

技師会ͰはɺίϩφՒʹおいͯۀࣄͷॖখ͕ଓいͯいました͕ɺࡢ年౓͔Βはɺ׆ۀࣄಈ͕ඇৗʹ׆発ʹͳΓ
ましたɻ૯会ࢿྉͰ΋お分͔Γͷよ͏ʹऩࢧͰは੺ࣈʹͳΓましたɻօ͞まʹ会අΛおئいしͯいΔͷʹগし૝
ఆΛ௒͑ͯͷ׆ಈͱͳΓましたɻ͜Ε΋νϟϨンジͷ࿈ଓだͬたͯͬࢥおΓま͢ɻ֤ҕһ会ʹおいͯରࡦΛ޻෉
しͯɺ׆ۀࣄಈΛఀ଺せͣɺ会һʹෛ担ΛٻΊͣʹᬏਐしͯいܾ͘ҙΛしͯいΔͱ͜ΖͰ͋Γま͢ɻ

9月ʹೖΓগしͣͭ日暮Εͷ時間͕ૣ͘ͳΓɺळͷؾ഑Λ͡ײΔࠒʹͳΓましたɻօ͞ま໠ॵͷർΕ͕たまͬ
ͯいません͔ɻ͜Ε͔Β΋օ͞ん͕ؾݩʹա͝͞Εま͢よ͏ʹفΓま͢ɻ
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第20回ペイシェントケア学術大会（演題募集）
テーマ「つながり、支え合う医療を目指して」

　ୈ20回ϖΠシΣンτέΞֶज़େ会΋一ൠԋ୊Λืूいたしま͢ɻ
　発දは口ड़ͷΈͱしɺϖΠシΣンτέΞʹ܎ΘΔԋ୊だ͚Ͱͳ͘ڀݚɺڭҭɺ঱ྫใࠂɺ日ৗۀ務ใࠂ
ͳͲɺ಺༰はूื͘޿したいͱͯ͑ߟおΓま͢ɻ
　プϩάラϜʹͭいͯはܾまΓ࣍ୈɺ会ٴࢽびϗーϜϖージʹ͞ࡌܝせͯいただ͖ま͢ɻ

ه

【開催内容】
日ɹɹɹ࣌ɿ2026年2月28日（土）10時00分～17時00分（一ൠԋ୊発ද10時00分～12時00分༧ఆ）
৔ ɹ ɹ ॴɿ一ڮେֶ一ߨڮಊ　த会ٞࣨ

˟101-8439　東京都ઍ୅田区一π2ڮʵ1ʵ2　ֶज़૯߹ηンター಺
։ ࠵ ํ ࣜɿ会৔։࠵

【演題登録要項】
ൃɹɹɹදɿ口ड़発දͷΈ　発ද時間7分・౼࿦3分　時間Λݫकしͯ͘だ͞い
ൃɹදɹऀɿԠื時఺Ͱ日本診療放射線技師会ͷ会һ͔ͭ2024年౓会අ׬ೲऀʹݶΓま͢
ڞ ಉ ԋ ऀɿ6໊まͰ（ඇ会һͰ΋ࡌه໊ࢯՄ）
ԋɹ୊ɹ໊ɿจࣈ਺੍ݶͳし
ঞ ࿥ 本 จɿ400จࣈҎ಺
క Ί ੾ Γɿ2025年9月6日（土）9時00分
ԋ ୊ ొ ࿥ɿԼ63هL΋し͘はӈ23هίーυよΓొ࿥

https://GPrNs.HMF/GL36wr#4D5E5C1D)9
ϙインτ෇༩ɿ日本診療放射線技師会ͷϙΠンτ෇༩は͟͝いませんɻ
ͦɹͷɹଞɿྟচσータΛ࢖༻͢Δ৔߹はɺྙڀݚཧنఔʹ४ڌしͯいただ͖ɺԠืԋ୊ʹඞཁͳྙཧత

ରԠʹͭいͯཧղしɺඞཁʹԠͯ͡ྙཧ৹ࠪҕһ会ͰঝೝΛಘͯ͝発දΛおئいகしま͢ɻ
໰͍߹Θͤɿֶज़ҕһ長　ࢢ川ಞ志　　E-.aJMɿHaLVjJtV!tart.jp

公益社団法人東京都診療放射線技師会　ࣄ務所　　TEL・FAXɿ03-3806-7724
Ҏ্
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第162回日暮里塾ワンコインセミナー（Web開催）
テーマ「液体ヘリウムをまったく使わない1.5TMRIのご紹介」
ࢯଠɹߊɹ.4ηンλーɹ٢ଜɹࣾࢧژ本෦ɹ౦ۀɿ富士フイルムメディカル株ࣜձࣾɹӦࢣߨ

　.3*૷ஔͷՔಇʹはӷମϔϦ΢ϜはඞਢͰ͋Δ͜ͱはप஌ͷͱおΓͱࢥいま͕͢ɺ技ज़ֵ৽ͷਐาͰ

しΐ͏͔ɻӷମϔϦ΢ϜΛ࢖༻しͳいͰࡱӨ͕Ͱ͖Δ時୅͕౸དྷしͯおΓま͢ɻࠓ回はʮӷମϔϦ΢ϜΛ

まͬた͘࢖Θͳい1.5T.3*ͷ͝঺հʯͱ୊しͯɺ࠷৽ͷ৘ใΛおಧ͚したいͱࢥいま͢ɻ

　ଟ͘ͷํͷࢀ加Λお଴ͪしͯおΓま͢ɻ

　ΦンラΠン։࠵ͰはɺηキϡϦテΟରࡦͱしͯύスワーυΛઃஔ͢ΔͳͲしͯରࡦΛ͡ߨま͢ɻෆਖ਼ར

༻ͳͲͷϦスΫΛ回ආ͢ΔたΊʹɺ࢖༻͢Δ8FCιϑτͷ࠷৽όージョンΛΠンスτーϧͷ͏͑͝ࢀ加͘

だ͞いɻ

Ͱͳい৔߹は͝ୀग़いただ͘৔߹͕͋Γま͢ɻ໊ऀࠐͰ͝ೖࣨ͘だ͞いɻਃ໊ऀࠐはඞͣਃࡍ加ͷࢀ͝

本ηϛφーͷө૾ɺ഑෍ࢿྉͳͲͷ࿥Իɺ࿥ը（キϟプνϟΛؚΉ）ɺ࠶഑෍はࢭېͱகしま͢ɻ

ه

日ɹɹɹ࣌ɿ2025年9月18日（໦）19時00分～20時30分（ड෇։࢝18時30分～）

։ ࠵ ํ ࣜɿ8FC։࠵（;PPN）

ఆɹɹɹһɿ100໊（ઌணॱ）

डɹߨɹྉɿແ　ྉ

ਃ ࠐ ํ ๏ɿ東放技ϗーϜϖージ（https://www.tart.jp/）ͷࢀ加ਃしࠐΈϑΥーϜɺࠨԼͷ23ίーυɺ

または会ࢽͷݚम会౳ਃしࠐΈ༻ࣄͯʹࢴ務所ʹFAXͰおਃしࠐΈ͘だ͞いɻ

ਃࠐక੾日ɿ2025年9月17日（ਫ）

໰͍߹Θͤɿڭҭҕһ会　　E-.aJMɿLZPJLV!tart.jp

公益社団法人東京都診療放射線技師会　ࣄ務所　　TEL・FAXɿ03-3806-7724
Ҏ্
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೔ຊ਍ྍ์ࣹઢٕࢣձ

Ӭ೥ۈଓදজʹ͍ͭͯ

ব֎ҕһձ

　日本診療放射線技師会よΓ本会ʹରしɺඪهʹͭいͯӬ年ۈଓදজީิऀͷਪનґཔ͕͋Γましたɻ
　Լهʹ֘当͢Δ会һͰ2025年9月12日まͰʹ本会͔Β࿈བྷ͕ͳいํɺまたはલ年౓まͰʹ֨ࢿʹ౸ୡ͞
Εた会һͰड৆ͷҙࢥͷ͋Δํはɺおख਺Ͱ͕͢2025年9月26日まͰʹԼه໰い߹ΘせઌまͰ͝࿈བྷいた
だ͚Ε͹޾ਙʹଘ͡ま͢ɻ

ཁ݅֨ࢿ
ଓ��೥දজʳۈ̡�
1ɽ2026年3月31日ࡏݱʹおいͯ放射線ؔ࿈ۀ務ʹैࣄしͯۈଓ30年Ҏ্Ͱ͋Δ͜ͱ（診療放射線技師ຢ

は診療ΤοΫス線技師໔ڐऔಘ͕1996年（ฏ੒8年）3月31日Ҏલͷํ）
2ɽ2012年3月31日（2011年౓）ҎલまͰʹೖ会しҾ͖ଓ͖日本診療放射線技師会会һͰ͋Δ͜ͱ（15年

Ҏ্ܧଓ会һ）

ଓ��೥දজʳۈ̡�
1ɽۈଓ30年දজΛड͚たͷͪɺ10年Ҏ্ܧଓしͯ日本診療放射線技師会会һͰ͋Δ͜ͱ
2ɽ診療放射線技師ຢは診療ΤοΫス線技師໔ڐऔಘ50ޙ年Λܦաしたऀ（診療放射線技師ຢは診療Το

Ϋス線技師໔ڐऔಘ͕1976年（ত和51年）3月31日Ҏલͷํ）

ཹҙ事߲
1ɽਪનͷ時఺Ͱ2025年౓ͷ会අΛ׬ೲしͯいΔ͜ͱ͕ඞཁͰ͢ɻ
2ɽۈଓ年਺ͷ৹ࠪはɺఏग़ॻྨʹ͖ͮج行ΘΕま͢ɻॻྨʹ͞ࡌهΕͯいͳいۈ務ྺ৘ใはۈ務年਺ͱ

しͯΧ΢ンτ͞ΕませんͷͰɺهೖ࿙Εʹはे分͝஫ҙ͘だ͞いɻ
3ɽදজ式はɺ2026年౓ͷ日本診療放射線技師ֶज़େ会ʹͯ執Γ行ΘΕΔ༧ఆͰ͢ɻ

ఏग़ॻྨ
ɺཤྺॻ（༷式5߸）（ΘΒͣશһఏग़͔͔ʹࢥड৆ͷҙ）ࢴ༺ଓ30年දজɿฦ৴ۈ　
（ΘΒͣશһఏग़͔͔ʹࢥड৆ͷҙ）ࢴ༺ଓ50年දজɿฦ৴ۈ　

ఏग़ݶظ
　2025年9月26日（金）　ඞண

໰͍߹Θͤɿব֎ҕһ長　ߴ໺मজ　　E-.aJMɿshPVHaJ!tart.jp
公益社団法人東京都診療放射線技師会　ࣄ務所　　TEL・FAXɿ03-3806-7724

Ҏ্
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ソウル特別市放射線士会学術大会
International session 演題募集について

（東京都診療放射線技師会助成演題）

　公益社団法人東京都診療放射線技師会（ҎԼɺ本会ͱい͏）Ͱはɺι΢ϧಛผࢢ放射線࢜会（43TA）
ͱͷֶज़ަྲྀڠఆʹ͖ͮجɺԼهͷ日ఔͰ։͞࠵ΕΔֶज़େ会Ͱڀݚ発දΛ行͏会һʹରしͯ౉ߤඅおよ
び଺ࡏඅͷ一෦Λॿ੒しま͢ɻ
　͜ͷ੍౓ͷར༻Λر๬͢Δ会һはฃͬͯͷ͝ԠืΛお଴ͪਃし্͛ま͢ɻ

ֶ ձ ໊��ɿ��2�2�೥ι΢ϧಛผࢢ放射線࢜ձֶज़େձʢ435"ʣ
։ؒظ࠵��ɿ��2�2�೥�݄��೔ʢ໦ʣʙ22೔ʢ೔ʣʢ*OUFSOBUJPOBM�TFTTJPOɿ�݄2�೔༧ఆʣ
ձ　　৔��ɿ��େؖຽࠃι΢ϧࢢɾ$0&9
　　　　　��ʢι΢ϧಛผߐ　ࢢೆ۠ࡾ੒ಎ���๵қηϯタʔ$0&9ʣ

ʲ1ʳ発දܗ式およびޠݴ༺࢖౳
　　ᶃ�ӳޠʹよΔ口ड़発දͱしま͢
　　ᶄ�スラΠυ΋͢΂ͯӳޠදهͱしま͢
　　ᶅ�スラΠυߘݪはݪଇࣄલఏग़ͱしま͢（ݶظはԋ୊࠾༻ܾఆޙ௨஌）

ʲ2ʳԠื֨ࢿ
　　本会ͷ会һͰɺ2025年౓会අ׬ೲऀʹݶΓま͢ɻ

ʲ3ʳืूԋ୊਺
　　 2 ୊（༧ఆ）
　　Ԡืԋ୊ͷத͔Βֶज़ҕһ会またはࡍࠃҕһ会ʹͯ৹ࠪͷ্ɺཧࣄ会Ͱঝೝしܾఆしま͢ɻ

ʲ4ʳԠืํ法およびݶظ
　　Ԡืԋ୊ঞ࿥Λ2025年10月15日（ਫ）24時00分まͰʹϝーϧʹͯఴ෇ૹ৴しͯ͘だ͞いɻ
　　˞Ԡืԋ୊ঞ࿥ʹͭいͯ
　　　ਤදͳしͰɺ୊໊ɺԋऀ໊ɺ所ଐࢪઃɺ目త・ํ法・݁Ռ・࡯ߟΛ和จおよびӳจͰ࡞੒しɺA4

αΠζԣॻ͖֤1ຕͰ࡞੒しͯ͘だ͞いɻͳおɺӳจߘݪʹͭいͯはɺ֤ࣗͰ౤ߘલʹӳจߍਖ਼会
社΍OatJWF�spFaLFrʹよΔνΣοΫΛおئいしま͢ɻ

ʲ5ʳԋ୊ޙ༺࠾ͷॲ۰ʹͭいͯ
　　ԋ୊͕࠾༻͞Εたํͷࢀ加ొ࿥・౉ߤ・॓ധͷ֤ख഑およびඅ༻ਗ਼ࢉは本会͕行いま͢ɻ
Λしͯいただ͖ま͢ɻྲྀަࡍࠃଇͱしͯ本会ಉ行ऀͱͱ΋ʹಉ一行ಈͱしɺ43TAͱͷݪ　　

ʲ6ʳૹ৴ઌ（お໰い߹Θせ）
　　E-NaJMɿLPLVsaJ!tart.jp
　　ϝーϧタΠτϧΛʮ43TAֶज़େ会ԋ୊Ԡืʯͱ͘͝ࡌهだ͞いɻ

Ҏ্
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2025年度　城北支部研修会（ハイブリッド開催）
感情コントロールと上手な伝え方を学ぼう

～アンガーマネジメント＆アサーティブコミュニケーションについて～
ࢯɹٱɿ্ඌதԝ૯߹පӃɹখ઒ɹஐࢣߨ

　Έͳ͞んはɺࣗ分ͷҙݟ΍ײ৘Λ૬खʹ͘ڧԡし෇͚たΓɺ૬खͷͪ࣋ؾΛଚॏせͣɺࣗ分ͷҙݟΛ一
ํతʹओுしたΓしͯいません͔ʁ�্࢘ʹҙݟΛ఻͑Δ時ɺಉ྅ʹ૬ஊ͢Δ時ɺ෦ԼʹࣔࢦΛग़͢時ɺ΋ͬ
ͱ͏ま͘఻͑ΒΕたΒいいͷʹͳͱɺͬࢥた͜ͱは͋Γません͔ʁ
　2025年౓ͷ৓๺ࢧ෦ݚम会はɺ্ඌதԝ૯߹පӃͷখ川ஐٱઌੜΛߨ師ʹおܴ͑しͯɺΞンΨーマωー
ジϝンτͱɺΞαーテΟϒίϛϡχέーションͷスキϧʹͭいͯ͝ߨԋいただ͖ま͢ɻΞンΨーマωジϝ
ンτͱはɺܾしౖͯΒͳいよ͏ʹしよ͏ͱ͢ΔࣄΛ目͢ࢦ΋ͷͰは͋ΓませんɻౖΓͷϝΧχζϜΛཧղ
͢Δ͜ͱͰɺౖΓͷͪ࣋ؾΛίンτϩーϧし΍͘͢ͳΓま͢ɻ૬खͷͪ࣋ؾΛଚॏしɺおޓいͷҙݟΛଚ
ॏしたίϛϡχέーションΛ৺͕͚Δよ͏ʹ͢Ε͹ɺ৬৔ͷίϛϡχέーション͕ԁ׈ʹͳΓɺډ৺஍ͷ
ྑい৬৔Λ࡞Δ͕ࣄͰ͖Δよ͏ʹͳΓま͢ɻΞαーテΟϒίϛϡχέーションはɺࣄ࢓৔だ͚Ͱはͳ͘ɺ
日ৗੜ׆ʹおいͯ΋໾ཱͭίϛϡχέーションスキϧͰ͢ɻࣗߠݾఆײ΋ߴΊΔ͕ࣄͰ͖Δ͜ͷスキϧΛ
一ॹʹֶんͰɺྑ޷ͳ人間ؔ܎Λங͖ましΐ͏ɻΈͳ͞まͷ͝ࢀ加Λお଴ͪしͯおΓま͢ɻ

　ΦンラΠン։࠵ͰはɺηキϡϦテΟରࡦͱしͯύスワーυΛઃஔ͢ΔͳͲしͯରࡦΛ͡ߨま͢ɻෆਖ਼ར
༻ͳͲͷϦスΫΛ回ආ͢ΔたΊʹɺ࢖༻͢Δ8FCιϑτͷ࠷৽όージョンΛΠンスτーϧͷ͏͑͝ࢀ加͘
だ͞いɻ

Ͱͳい৔߹は͝ୀग़いただ͘৔߹͕͋Γま͢ɻ໊ऀࠐͰ͝ೖࣨ͘だ͞いɻਃ໊ऀࠐはඞͣਃࡍ加ͷࢀ͝
本ηϛφーͷө૾ɺ഑෍ࢿྉͳͲͷ࿥Իɺ࿥ը（キϟプνϟΛؚΉ）ɺ࠶഑෍はࢭېͱகしま͢ɻ

ه

日ɹɹɹ࣌ɿ2025年10月24日（金）19時00分～20時30分（ड෇։࢝18時45分～）
৔ ɹ ɹ ॴɿ公益社団法人東京都診療放射線技師会ݚमηンター

˟116-0013　東京都荒川区西日暮里2㽎22㽎1　ステーションプラザタワー505
ア ク η スɿ+3日暮里Ӻ๺口վࡳ　東口ํ໘よΓెา3分
։ ࠵ ํ ࣜɿϋΠϒϦου։࠵（;PPN）
ఆɹɹɹһɿݱ஍ࢀ加20໊・8FCࢀ加80໊（ઌணॱ）
डɹߨɹྉɿແ　ྉ
ਃ ࠐ ํ ๏ɿ東放技ϗーϜϖージ（https://www.tart.jp/）ͷࢀ加ਃしࠐΈϑΥーϜɺࠨԼͷ23ίーυɺ

または会ࢽͷݚम会౳ਃしࠐΈ༻ࣄͯʹࢴ務所ʹFAXͰおਃしࠐΈ͘だ͞いɻ
ਃࠐక੾日ɿ2025年10月20日（月）（)1ͷਃしࠐΈఀࢭはɺకΊ੾Γ日ͷཌ日Ҏ߱ʹͳΓま͢）
໰͍߹Θͤɿ৓๺ࢧ෦ҕһ会　　E-.aJMɿshJCV@jZPVhPLV!tart.jp

ୈ 5 ஍区ҕһ長　　　　　　　　　　ç๺໺Γ͑
ୈ 6 ஍区ҕһ長　　　　　　　　　　çҏࠤཧՅ
ୈ16஍区ҕһ長（৓๺ࢧ෦ҕһ長）　　ؔ୩　܆
公益社団法人東京都診療放射線技師会　ࣄ務所　　TEL・FAXɿ03-3806-7724

Ҏ্
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2025年度　第5地区研修会（ハイブリッド開催）

テーマ「整形外科領域における荷重位のX線撮影について
～立位撮影の重要性を考えさせる脊椎編～」

ࢯՊɹɹ҆౻ɹӳ࣍ɹڀݚҩྍՊֶେֶେֶӃɹҩྍ҆શֶܚɿ࣎ࢣɹߨ

発׆म会はɺԋऀͱօ༷͕ݚகしま͢ɻ͜ͷ࠵म会Λ։ݚධΛ௖いͯおΓま͢ୈ5஍区޷年౓΋毎年ࠓ　
ʹٞ࿦͢Δ͜ͱʹよΓɺ஌ࣝΛਂΊΔ͜ͱΛझࢫͱしたษڧ会Ͱ͢ɻ
せΔ͑͞ߟӨͷॏཁੑΛࡱӨʹͭいͯ～ཱҐࡱՊྖҬʹお͚ΔՙॏҐͷX線֎ܗ回ͷテーマはɺʮ੔ࠓ　
੸௣ฤ～ʯͰ͢ɻ௒ྸߴԽ社会Ͱ͋Δࡏݱɺ༷ʑͳ࣬ױΛ๊͑ͯいΔํ͕いΒͬしΌいま͢ɻ੔ܗ֎Պྖ
Ҭʹお͚Δ一ൠࡱӨͰはթҐࡱӨ͕ج本ࢶҐͱしͯओྲྀͰした͕ɺۙ 年ɺཱ ҐࡱӨ͕ॏཁ͞ࢹΕͯいま͢ɻ
$T΍.3*ʹお͚ΔཱҐࡱӨʹͭいͯはཱ֬͞Εた΋ͷ͕গͳいͰ͕͢ɺ一ൠࡱӨͰはཱ֬͞ΕたཱҐࡱ
Ө͕ଟ਺ଘࡏしま͢ɻ
　ͥͻ͜ͷݚम会Λௌߨ௖͖ɺ໌日͔Βͷࣄ࢓΁ͱお໾ཱͯ௖͚Ε͹޾いͰ͟͝いま͢ɻ

　ΦンラΠン։࠵ͰはɺηキϡϦテΟରࡦͱしͯύスワーυΛઃஔ͢ΔͳͲしͯରࡦΛ͡ߨま͢ɻෆਖ਼ར
༻ͳͲͷϦスΫΛ回ආ͢ΔたΊʹɺ࢖༻͢Δ8FCιϑτͷ࠷৽όージョンΛΠンスτーϧͷ͏͑͝ࢀ加͘
だ͞いɻ

Ͱͳい৔߹は͝ୀग़いただ͘৔߹͕͋Γま͢ɻ໊ऀࠐͰ͝ೖࣨ͘だ͞いɻਃ໊ऀࠐはඞͣਃࡍ加ͷࢀ͝
本ηϛφーͷө૾ɺ഑෍ࢿྉͳͲͷ࿥Իɺ࿥ը（キϟプνϟΛؚΉ）ɺ࠶഑෍はࢭېͱகしま͢ɻ

ه

日ɹɹɹ࣌ɿ2025年9月5日（金）19時00分～20時30分（ड෇։࢝18時30分～）
৔ ɹ ɹ ॴɿ公益社団法人東京都診療放射線技師会ݚमηンター

˟116-0013　東京都荒川区西日暮里2㽎22㽎1　ステーションプラザタワー505
ア ク η スɿ+3日暮里Ӻ๺口վࡳ　東口ํ໘よΓెา3分
։ ࠵ ํ ࣜɿϋΠϒϦου։࠵（;PPN）
ఆɹɹɹһɿݱ஍20໊（ઌணॱ）ɺ8FC50໊（ઌணॱ）
डɹߨɹྉɿແ　ྉ
ਃ ࠐ ํ ๏ɿ東放技ϗーϜϖージ（https://www.tart.jp/）ͷࢀ加ਃしࠐΈϑΥーϜɺࠨԼͷ23ίーυɺ

または会ࢽͷݚम会౳ਃしࠐΈ༻ࣄͯʹࢴ務所ʹFAXͰおਃしࠐΈ͘だ͞いɻ
ਃࠐక੾日ɿ2025年8月31日（日）
໰͍߹Θͤɿୈ5஍区ҕһ長　東京ՊֶେֶපӃ　๺໺Γ͑　　E-.aJMɿarFa05!tart.jp

公益社団法人東京都診療放射線技師会　ࣄ務所　　TEL・FAXɿ03-3806-7724
Ҏ্
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2025年度　第2地区研修会（Web開催）
テーマ「当直時に役立つ画像を提供するために必要なこと＆

一般撮影で動態撮影!?」
ʢୈ�஍۠ҕһʣࢯɹɹ७ɹډηンλーதԝපӃɹɹɹௗڀݚΜཱ͕ࠃɿࢣɹߨ

ίχカϛノルλジャパン株ࣜձࣾɹɹҏ౻ɹ྄ีɹࢯ

　当௚時ʹ໾ཱͭը૾Λఏ͢ڙΔʹはɺただࡱΔだ͚Ͱͳ͘ʮԿ͕ٻΊΒΕͯいΔͷ͔ʯΛཧղ͢Δ͜ͱ
͕େ੾Ͱ͢ɻ͜ΕΛ஌ͬͯいΔだ͚Ͱɺ診療放射線技師ͱしͯ΋͏一าઌ΁ਐΊま͢ʂ
　またಈଶࡱӨはɺ一ൠࡱӨͷ৽しいՄೳੑΛ͛޿Δ技ज़Ͱ͢ɻ੩ࢭըだ͚Ͱは͑ݟͳ͔ͬた৘ใΛଊ͑
Δ͜ͱͰɺ診அͷਫ਼౓ݙߩʹ্޲Ͱ͖Δ͔΋しΕませんɻ
　৽人ͷօ͞ん͕ݱ৔ͰଈઓྗʹͳΕΔよ͏ɺ޻෉΍ϙΠンτΛ分͔Γ΍͘͢ղઆʂ�日ʑͷۀ務͕ͪΐͬ
ͱָし͘ͳΔよ͏ͳώンτ΋ަ͑ͳ͕Βɺ一ॹʹֶんͰい͖ましΐ͏ʂ

　ΦンラΠン։࠵ͰはɺηキϡϦテΟରࡦͱしͯύスワーυΛઃஔ͢ΔͳͲしͯରࡦΛ͡ߨま͢ɻෆਖ਼ར
༻ͳͲͷϦスΫΛ回ආ͢ΔたΊʹɺ࢖༻͢Δ8FCιϑτͷ࠷৽όージョンΛΠンスτーϧͷ͏͑͝ࢀ加͘
だ͞いɻ

Ͱͳい৔߹は͝ୀग़いただ͘৔߹͕͋Γま͢ɻ໊ऀࠐͰ͝ೖࣨ͘だ͞いɻਃ໊ऀࠐはඞͣਃࡍ加ͷࢀ͝
本ηϛφーͷө૾ɺ഑෍ࢿྉͳͲͷ࿥Իɺ࿥ը（キϟプνϟΛؚΉ）ɺ࠶഑෍はࢭېͱகしま͢ɻ

ه

日ɹɹɹ࣌ɿ2025年9月9日（Ր）19時00分～20時00分（ड෇։࢝18時40分～）
։ ࠵ ํ ࣜɿ8FC։࠵（;PPN）
ఆɹɹɹһɿ50໊（ઌணॱ）
डɹߨɹྉɿແ　ྉ
ਃ ࠐ ํ ๏ɿ東放技ϗーϜϖージ（https://www.tart.jp/）ͷࢀ加ਃしࠐΈϑΥーϜɺࠨԼͷ23ίーυɺ

または会ࢽͷݚम会౳ਃしࠐΈ༻ࣄͯʹࢴ務所ʹFAXͰおਃしࠐΈ͘だ͞いɻ
ਃࠐక੾日ɿ2025年8月29日（金）
໰͍߹Θͤɿୈ2஍区ҕһ長　ౡ田　་　　E-.aJMɿarFa02!tart.jp

公益社団法人東京都診療放射線技師会　ࣄ務所　　TEL・FAXɿ03-3806-7724
Ҏ্
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33
親睦BBQ大会のお知らせ

　毎年ͷ஍区ର߅਌ກϘ΢Ϧンάେ会ʹ͔ΘΓɺࠓ年は਌ກ##2େ会Λ։࠵しま͢ɻ஑ାͷϏϧʹғまΕ

ͯ೑Λম͖ましΐ͏ʂ

日ɹɹɹɹ࣌ɿ2025年9月28日（日）11時00分～13時00分（10時50分ड෇։࢝）

ձɹɹɹɹ৔ɿ஑ାָԂタ΢ンͷఉ（東京都๛ౡ区ೆ஑ା1丁目24㽎5　ָԂタ΢ン஑ା　԰্）

ア ク η スɿ+3஑ାӺ東口Λग़ͯెา͙͢

240
ɹՃɹඅɿ5ࢀԁ（ҿΈ放୊）

ఆɹɹɹɹһɿ50໊（ઌணॱ）

ɿ8月1日～9月12日ؒظࠐՃਃࢀ

ళฮ)1ɿhttps://JLFCVLVrP-raLVFO-CCR.DPN/

3967236673917779�ɿhttps://FWFOtpaZ.jp/FWFOt@JOGP/ shPp@DPEF-63ࠐՃਃࢀ�EWFOt$PEF�1256280465

˞�৯ࡐ・ҿΈ෺ͷ࣋ͪࠐΈはͰ͖ません

˞�荒ఱ時ɺࢀ加ऀ͕গ਺ͳͲதࢭʹͳΔ৔߹͕͋Γま͢（ࢀ加අはฦ金͞Εま͢）

˞�振ࠐʹ͔͔ΔシステϜख਺ྉは͝ෛ担Λおئいしま͢

˞�キϟンηϧ౳ͷฦ金時ͷシステϜख਺ྉは͝ෛ担Λおئいしま͢

˞�9月12日Ҏ߱ͷキϟンηϧͰはࢀ加අはฦ金͞Εません

˞�ඇ会һͰ΋ࢀ加Մೳ（Ո଒ɺڙࢠはࢀ加Ͱ͖ません）

˞�଴߹৔所͕ͳいたΊ10ɿ50Ҏ߱ͷָԂタ΢ン஑ା΁ͷ͝ೖؗʹ͝ྗڠΛおئいしま͢

参加申込QR
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大会参加報告

だ͞ΓɺタΫシーͰϗテϧまͰҊ಺しͯいただ͖ま
したɻਔ川ۭ͔ߓΒι΢ϧࢢ಺まͰは௨ৗ1時間΄
ͲͰ͕͢ɺौ଺ͷӨڹͰ༧ఆよΓ஗Εͯͷ౸ணͱͳ
ΓましたɻӡసखʹよΕ͹ɺؼ୐ラοシϡʹ加͑ɺ
ऀ܎΍ใಓؔऀ܎Ҽ͢ΔσϞؔىʹͷ಺੓໰୊ࠓࡢ
ͷӨڹͱͷ͜ͱͰしたɻし͔しɺं૭͔Βは日ৗੜ
ΒΕɺใಓ͞Εͯいたよ͏ͳաܹͳσϞ౳はݟ͕׆
ड͚ΒΕͣɺ౉ؖલͷෆ҆はᐜ༕ʹऴΘΓましたɻݟ

ϗテϧ౸ணܴ׻ʹ͙͢ޙ会会৔΁͔޲いましたɻ
・ಸྑ・ݿฌ・ࡕ回はTA3TͷΈͳΒͣɺ࣎լ・େࠓ
和Վࢁ・ਆಸ川ɺͦしͯ୆࿷͔Βͷࢀ加΋͋Γɺ50
໊Ҏ্͕ूまΔ੝େͳܴ׻会ͱͳΓましたɻ当ॳは
͗ͪ͜ͳいѫࡰఔ౓Ͱした͕ɺ会͕ਐΉʹͭΕͯӳ
ؖ・ޠ ඈびަいɺジΣスνϟー͕ޠࠃத・ޠ日本・ޠࠃ
Λަ͑ͳ͕ΒসإͰަྲྀ͢Δޫܠはɺま͞ʹަࡍࠃ
ྲྀͷ৔Ͱ͋ΓɺཱྀͷർΕ΋๨ΕΔ΄Ͳ༗ҙٛͳ時間
ͱͳΓましたɻ会ͷऴ൫ʹは43TAͱͷه೦඼ަ׵
式ͱ会長ѫ͕ࡰ行ΘΕɺؔ܎団ମͷ༑͕޷վΊͯ֬

2025年3月20日͔Β23日ʹ͔͚ͯɺؖࠃ・ι΢
ϧͷ$0EXͰ։͞࠵Εたʮ2025�,*.E4���4FPVM�
3aEJPMPHJDaM�TFDhOPMPHJsts�AssPDJatJPO� 59th�
*OtFrOatJPOaM�$POGFrFODFʯ΁ͷࢀ加ʹͭいͯ͝ใࠂ
கしま͢ɻ

本ۀࣄはɺ東京都診療放射線技師会（ҎԼɺTA3T）
ͱι΢ϧಛผࢢ放射線࢜会（ҎԼɺ43TA）ͱͷ間
Ͱక݁͞ΕͯいΔֶज़ަྲྀڠఆʹ͖ͮجɺ本ۀࣄͷ
一؀ͱしͯΠンターφショφϧηοション΁ࢀ加い
たしましたɻ43TAͱͷֶज़ަྲྀはίϩφՒΛͯܦ
2023年11月よΓ࠶։͞Εɺࡢ年౓΋ಉେ会ʹࢀ加し
ましたɻまたɺ43TA͔Β΋ϖΠシΣンτέΞֶज़
େ会΍ؔ東ߕ৴ӽ診療放射線技師ֶज़େ会ʹདྷ日・
加しͯいただいͯおΓま͢ɻࢀ

回ͷେ会ʹはɺTA3T͔Β2໊ͷ発දऀΛؚΉࠓ
7໊͕౉ؖしましたɻ一行はɺΠンターφショφܭ
ϧηοションલʑ日ͷ20日༦ࠁʹਔ川ۭߓ΁౸ணɻ
43TAࡍࠃҕһͷϝンόー͕ۭߓまͰܴ͑ʹདྷͯ͘

『ソウル特別市放射線士会学術交流』

～2025 KIMES & Seoul Radiological 
Technologists Association 59th 
International Conference～

2025 KIMES & Seoul Radiological 
Technologists Association
59th International Conference 

インターナショナルセッション参加報告
�༸հۅ

౦ژ౎਍ྍ์ࣹઢٕࢣձࡍࠃ�ҕһ௕ɹॱఱಊେֶҩֶ෦ෟଐ࿅അපӃ

報告
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ͷ։۩ثݧおよび୆࿷͔Βはҩ療҆શ΍࣮ࠃؖ
発ɺը૾ߏ࠶੒ʹؔ͢ΔใࠂͳͲ͕͋Γɺಛʹ3%
プϦンタΛ༻いたϑΝンτϜ࡞੒ͱͦͷධՁʹؔ͢
Δ発දʹはେม͔͞ڻΕましたɻࢲたͪ΋A*΍όー
νϟϧ技ज़ͷҩ療Ԡ༻Λ͞Βʹ௥ٻしɺ҆શ͔ͭ֬
࣮ͳҩ療ఏڙΛ目ࢦしͯ౒ྗしͯい͘ඞཁੑΛ͘ڧ
ましたɻ͡ײ

ηοションऴྃޙʹはύΫେ会長よΓ発දূ໌ॻ
ͷत༩ͱه೦ࡱӨ͕行ΘΕɺଓいͯTA3T江田会長
Β΋ొஃし祝ࣙΛड़΂ΒΕましたɻؖࠃͷେ会はඇ
ৗʹ՚΍͔Ͱɺొஃ時ʹは#(.͕ྲྀΕɺ発දऀ͕
スラΠυͱڞʹେը໘ʹөしग़͞ΕΔԋग़΋印৅త
Ͱしたɻまたɺ࣍回େ会ͷプϩϞーションө૾͕੝
େʹ൸࿐͞ΕΔͳͲɺଟ͘ͷ͔ؔऀ܎Β஫目͞Εͯ
いΔ͜ͱ͕࣮ײͰ͖Δن໛ͱ೤ྔͷ͋ΔΠϕンτͰ
したɻ

会ऴྃޙͷ࠙਌会Ͱはɺ発දΛऴ͑た҆ూײ΋
͋ͬͯɺ和΍͔ͳงғؾͷதͰ੝Γ্͕Γましたɻ
ͦしͯɺ43TAͷօ͞まͱはɺ2025年7月5日（土）
ʹԣ඿Ͱ։͞࠵ΕΔʮؔ東ߕ৴ӽ診療放射線技師ֶ
ज़େ会�ΠンターφショφϧηοションʯͰͷ࠶会Λ
໿ଋしましたɻ

తࡍࠃ͕ۀࣄ回ͷ43TAֶज़େ会Λ௨ͯ͡ɺ本ࠓ
ͳ発දݧܦͱ޿い஌ݟΛಘΒΕΔඇৗʹوॏͳػ会
Ͱ͋Δ͜ͱΛ࠶ೝࣝகしましたɻޙࠓ΋本ܧ͕ۀࣄ
ଓ͞ΕɺよΓଟ͘ͷ会һͷօ͞まʹͦͷଘࡏΛ஌ͬ
ͯいただ͘ͱͱ΋ʹɺࡍࠃ発දʹڵຯͷ͋Δօ͞ま
ͷੵۃతͳ͝ࢀ加Λ৺よΓお଴ͪしͯおΓま͢ɻ

ೝ͞Εましたɻ
ཌ21日ޕલதはɺ43TAͷҊ಺Ͱؖࠃͷ఻౷ҥ૷

Λண༻しɺே઱ԦேͷԦٶͰ͋Δܠ෱ٶΛֶݟɻͦ
ͷޙɺؖࠃࠃ಺Ͱ΋人ؾͷタοΧンマϦઐ໳ళ΍఻
౷஡ͷࢼҿͳͲΛମݧしɺҥ৯ॅΛ௨ͯؖ͡ࠃจԽ
ʹ৮ΕΔ͜ͱ͕Ͱ͖ましたɻචऀݸ人ͷ͑ߟͱしͯɺ
͜͏したจԽݚम΍Ҡಈதͷ会話͔Βɺ෩श΍Ձ஋
੒ํ࡞ΛֶͿ͜ͱはɺւ֎ͷ発ද಺༰΍スラΠυ؍
法ɺҩ療ۀքͷഎܠΛཧղ͢Δوॏͳػ会Ͱ͋Δͱ
ましたɻ͡ײ

22日はே͔Βେ会会৔Ͱ͋Δ$0EX΁όスͰҠ
ಈɻ本େ会Ͱはثػలࣔͱֶज़େ会͕ಉ時ʹ։͞࠵
ΕͯおΓɺଟ͘ͷࢀ加ऀͰ೐Θͬͯいましたɻまͣ
શһͰେखϝーΧーͷثػలࣔϒースΛֶݟɻ日本
ະ発ചͷثػ΋ଟ͘ɺ࠷৽技ज़ʹͭいͯͷ஌ࣝΛਂ
ΊΔ͜ͱ͕Ͱ͖ましたɻଓいͯΠンターφショφϧ
ηοション΁Ҡಈɻࠓ回は14ԋ୊͕ొ࿥͞Εɺ1時
間30分ʹΘたΔηοションͰɺશ発දऴྃޙʹ発ද
ऀશһ͕ొஃしɺ࣭ٙԠ౴͕行ΘΕΔܗ式Ͱしたɻ
本会͔ΒはɺԘوݟ里೫ࢯ（ॱఱಊେֶҩֶ෦ෟଐ
ॱఱಊҩӃ）ͱ加౻ل美ࢯ（ॱఱಊେֶҩֶ෦ෟ
ଐ࿅അපӃ）ͷ2໊͕発දɻԘࢯݟは%VaM�EOFrHZ�
$Tͷը૾ಛੑͱྟচԠ༻ʹͭいͯݕ౼Λ行いɺॳ
Ίͯͷ発දͳ͕Β΋ւ֎ੜݧܦ׆Λ͔׆しɺྲྀெͳ
ӳޠͰし͔ͬΓͱプϨθンテーションΛ行いまし
たɻ加౻ࢯ΋ۓுしͳ͕Β΋ಊʑͱ発දΛ行いɺ྆
ͱ΋࣭ٙԠ౴ʹ΋త֬ʹରԠしɺඇৗʹॆ࣮したࢯ
ηοションͱͳΓましたɻ
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2025KIMES＆ソウル特別市放射線士会学術大会印象記
٠஑ɹޛ

౦ژ౎਍ྍ์ࣹઢٕࢣձࡍࠃҕһɹ౦ژҩՊେֶീԦࢠҩྍηϯλʔ

2025年3月20日（໦）͔Β23日（日）ʹ։͞࠵
Εた2025,*.E4ˍι΢ϧಛผࢢ放射線࢜会ֶज़
େ会ʹTA3Tࡍࠃҕһͱしͯࢀ加͞せͯいただ͖
ましたͷͰ印৅هΛใࠂகしま͢ɻ本େ会ʹはࢲ
ͷ΄͔ʹɺ江田会長Λは͡Ίؔ副会長ɺࡍࠃۅҕ
һ長ɺ಺౻ࡍࠃҕһɺԋऀ2໊ͷ7໊ܭͰࢀ加し
ましたɻ

1日目はɺ੒田ۭ͔ߓΒਔ川ߓۭࡍࠃ΁౸ணしɺ
ͦͷޙɺϗテϧͰͷܴ׻ϨηプションͱͳΓまし
たɻ43TAύΫେ会長Λは͡Ίେ੎ͷݱ஍ؔऀ܎
ͷํʑʹ೤྽ͳܴ׻Λड͚ɺऴΘΔࠒʹは྆खʹ
๊͖͑Εͳい΄ͲͷΪϑτΛ௖͖ましたɻ

2日目はɺจԽݚमͱしͯؖࠃ఻౷ҥ૷ͷνマ
νョΰϦʹண替͑ɺࠃๅͷʮۈ੓఼ʯΛֶݟしま
したɻۈ੓఼ͷۈ੓ͱい͏ͷはʮੈͷதͷࣄฑは
しΉͱ͏ま͘Ͱ͖Δʯͱい͏ҙຯ͕͋Δͦ͏Ͱۈ
͢ɻʮؖࠃͱ日本はۈしΉͱ͞Βʹ༑ਂ͕܎ؔ޷
まΔʯͱい͏ϝοηージ͕ࠐΊΒΕͯいたͷͰは
ͳい͔ͱࢥいま͢ɻまたɺؖࠃ఻౷ͷお஡Ͱ͋Δ
φπϝ஡（σνϡνϟ）Λࢼҿしͳ͕Βؖࠃͷจ
Խͱྺ࢙ʹࢥいΛ८Βせましたɻ

3日目はɺ2025,*.E4ˍι΢ϧಛผࢢ放射線࢜
会ֶज़େ会ͷΠンターφショφϧηοションʹࢀ
加しましたɻࢀ加ࠃはɺؖࠃɺ୆࿷ɺ日本Ͱӳޠ
ʹよΔ口ड़発දܗ式ʹͯ行ΘΕましたɻԋ୊਺は
14ԋ୊ͰTA3T͔Βはࡍࠃҕһ会ʹよΓબ͞ߟ
Εた2ԋ୊ͷ発දΛ行いましたɻTA3T͔Βࢀ加
ͷ2໊はۓுした໘࣋ͪͳ͕Β΋ಊʑͱࣗ৴ʹҲ
Εɺૉ੖ΒしいӳޠͰͷスϐーνΛ͞Εͯいまし

たɻ͜ͷ日まͰͷ੯しΈͳい౒ྗͱ೤ҙ͕ଘ分ʹ
発͞شΕɺใΘΕたॠ間Λ目ͷ当たΓʹしましたɻ

当ηοションʹおいͯશൠతʹ͡ײた͜ͱはɺ
スラΠυͷߏ੒΍σザΠン͕େมݟ΍͢いͱい͏
͜ͱͰ͢ɻֶࡍࠃ会͚޲ʹ૑ҙ޻෉͞ΕͯいΔ͜
ͱはഈௌऀ΁ͷࢥい΍Γͱଚܟͷ೦Λ͡ײ͘ڧま
したɻ

༦ํʹは๚ؖ࠷ऴ࠙਌会ͱͳΓましたɻશͯͷ
೚務Λશ͏した҆ూ͔ײΒɺऴ࢝ϦラοΫスϜー
υͰসいͷઈ͑ͳいԅͱͳΓましたɻ

ૹΓΛݟ΁おߓऴ日はόスʹͯϗテϧ͔Βۭ࠷
行ͬͯいただ͖ɺࠓ年7月ʹԣ඿ࢢͰ։͞࠵ΕΔ
ؔ東ߕ৴ӽ診療放射線技師ֶज़େ会Ͱͷ࠶会Λ੤
いましたɻ

加ʹ͋たΓ͝ਚྗΛいただ͖まࢀ本େ会ʹޙ࠷
した江田会長Λは͡Ίͱ͢Δ執行໾һͷօ͞まɺ
༂͞Εた׆෣୆Ͱࡍࠃҕһͷօ͞まɺͦしͯࡍࠃ
ԋऀͷํʑʹ࠷େͷँײͱܟҙΛදしま͢ɻ

印象記
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Abstract
With the amendment of the Medical Radiological Technologists Act in 2021, medical radiological 
technologists are now allowed to perform some of the tasks that doctors used to perform. These are only 
permitted for those who have taken the basic training (e-learning) and practical training organized by the 
Japan Association of Medical Radiological Technologists. However, it is believed that many staff  members 
feel uneasy about performing new tasks with little knowledge and experience. Therefore, we have begun an 
initiative to perform intravenous catheterization work safely and securely, and we report on this.
We established a working group to promote intravenous catheterization. We created regulations regarding 
intravenous catheterization based on the Task Shift/Share Guidelines established by the Japan Radiological 
Society. We also created a contact manual for when problems occur. We also created an in-hospital 
training program based on the in-hospital intravenous catheterization certifi ed nurse education. We asked 
radiological technologists to evaluate these manuals on a 10-point scale.
We surveyed the attendance rate of radiological technologists in basic training and practical training 
programs. We also asked them to rate their motivation and anxiety regarding intravenous catheterization on 
a 10-point scale. We compared the results before and after the in-hospital training. 
10 was the highest rating for regulations, communication manuals, and training programs.　The 
attendance rate of basic training was 83%, and the attendance rate of practical training was 54%. The most 
frequent score for the level of motivation prior to in-hospital training was 6, and the most frequent score for 
the level of anxiety was 10.
It is believed that by improving the environment, staff  understanding deepened, and all manuals were 
highly rated. However, it was difficult to evaluate some parts due to lack of experience in intravenous 
catheterization. It is thought that the attendance rate of practical training was low because the application 
rate for the seminar in Tokyo was high. It is thought that the change in anxiety level was smaller than the 
enthusiasm level because the number of training sessions was small.
The initiative to perform intravenous catheterization was useful. In the early stages of implementation, 
anxiety levels can be reduced by starting with tests that do not involve rapid injection, such as nuclear 
medicine examination.

Radiological technologists' approach to 
intravenous catheterization

~Task shift/share due to legal reform～
ʓ/PSJNJ�,BUP�ʣ
�:PTVLF�,JSJ�ʣ
�/P[PNJ�)BNBTBLJ�ʣ
�,B[VIJLP�%PSZP�ʣ

�ʣ%FQBSUNFOU�PG�3BEJPMPHZ
�+VOUFOEP�6OJWFSTJUZ�/FSJNB�)PTQJUBM

発表者報告①
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背 景
ҩ師ͷ長時間࿑ಇͷੋਖ਼ͷたΊɺ2024年4月ʹ

ҩ師ͷಇ͖ํվֵ͕行ΘΕたɻ͜ͷվֵʹઌཱͪ
2021年ʹ診療放射線技師法ͷ一෦͕վਖ਼͞Εたɻ
͜ΕʹよΓҩ師͕行ͬͯいたۀ務ͷ一෦ʹରし診
療放射線技師͕୅ΘΓʹͦͷۀ務Λ行͏͜ͱ͕ೝ
ΊΒΕたɻ͜ΕΒは日本診療放射線技師会͕ओ࠵
͢Δݚࣔࠂम（ݚૅجम（F-LFarOJOH）ͱ࣮技ݚम）
ΛमྃしたऀͷΈ͕ೝΊΒΕΔɻ

一෦ۀ務Λ診療放射線技師͕行͏͜ͱʹよΓҩ
師ͷ࿑ಇ時間Λݟ௚͢だ͚Ͱͳ͘ɺԁ׈ͳҩ療ఏ
ΘΕɺ人݅අݴ΋ͭͳ͕Δͱʹݮ࡟΍ҩ療අͷڙ
΋͋Δ1）ɻし͔しɺ஌ࠂΕたͱͷใ͞ݮ࡟ˋ34͕
ࣝ΍͕ݧܦগͳいதͰ৽しいۀ務Λ行͏͜ͱʹෆ
҆Λ͡ײΔスタοϑ΋ଟいͱ͑ߟΒΕΔɻ

目 的
੩຺࿏֬อۀ務Λಋೖ͢Δʹ͋たΓɺ҆৺・҆

શʹ行͏たΊͷڥ؀੔උɺスタοϑͷ৺ཧঢ়ଶͷ
೺ѲͱมԽΛධՁしたͷͰใ͢ࠂΔɻ

方 法
1õ�診療放射線技師ʹよΔ੩຺࿏֬อۀ務ΛӃ಺ʹ

ಋೖ͢Δ͜ͱΛ目తͱしたワーキンάάϧープ
Λ্ཱͪ͛たɻ日本ҩֶ放射線ֶ会͕ࡦఆした
タスΫ・シϑτ/シΣΞ�ΨΠυラΠンूΛߟࢀ
ʹしͯɺ੩຺࿏֬อʹؔ͢ΔنఆΛ࡞੒したɻ
またɺ੩຺࿏֬อͷࡍͷਆܦଛইରԠͳͲͷ֩
ҩֶٸۓࣨࠪݕ時ରԠϑϩーΛ࡞੒したɻ͞Β
ʹ੩຺ઠࢗӃ಺ೝఆޢ؃師ڭҭΛߟࢀʹした診
療放射線技師͚޲ͷӃ಺τϨーχンάプϩάラ
ϜΛ࡞੒したɻ3ͭͷマχϡΞϧは当Ӄͷҩ療
҆શ؅ཧ会ٞʹͯঝೝΛಘたɻ͜ΕΒͷマχϡ
Ξϧͷཧղし΍͢͞Λ当Ӄͷ診療放射線技師24
໊ʹ10ஈ֊ͰධՁしͯ΋Βͬたɻ

2õ�当Ӄͷ診療放射線技師24໊ͷݚࣔࠂमडߨ཰
Λௐ΂たɻまたɺ੩຺࿏֬อʹର͢Δੵۃ౓΍
ෆ҆౓ͳͲΛ10ஈ֊ͰධՁしͯ΋ΒいɺӃ಺τ
Ϩーχンά࣮ࢪલޙͰൺֱしたɻ

結 果
1õن�ఆɺ֩ҩֶٸۓࣨࠪݕ時ରԠϑϩーɺτϨー

χンάプϩάラϜʹͭいͯͷධՁはશͯʹおいͯ
10఺͕࠷΋ଟ͘ɺ࣍ʹ8఺͕ଟ͔ͬたɻ（FJH.1ô3）

Fig.1　規定の10段階評価

Fig.2　緊急時対応フローの10段階評価

Fig.3　トレーニングプログラムの10段階評価

2õݚࣔࠂ�मͷ͏ͪݚૅجमडߨ཰ͷमྃ཰は
83ˋɺडߨத13�ɺະड4ߨ�Ͱ͋ͬたɻ࣮技ݚ
मडߨ཰ͷमྃ཰は54�ɺະड42ߨ�Ͱ͋ͬたɻ

Ӄ಺τϨーχンά࣮ࢪલͷάラϑは診療放射
線技師ྺผʹ৭分͚しͯ͋ΓɺӃ಺τϨーχン
ά࣮ࢪલͷੵۃ౓は6఺͕࠷΋ߴい஋Λࣔしɺ
技師ྺ͕長͘ͳΔʹͭΕͯ௿い஋Λࣔしたɻෆ
҆౓は技師ྺʹؔ܎ͳ͘10఺͕࠷΋ߴい஋Λࣔ
したɻઌ行しͯ੩຺࿏֬อۀ務Λ։࢝した3໊
ͷ技師ͷӃ಺τϨーχンά࣮ޙࢪͷੵۃ౓はશ
һ10఺ʹมԽした͕ɺෆ҆౓は΄ͱんͲมԽし
ͳ͔ͬたɻ（FJH.4ô9）
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Fig.4　基礎講習受講率

Fig.5　実技研修受講率

Fig.6　院内トレーニング実施前の積極度

Fig.7　院内トレーニング実施前の不安度

Fig.8　院内トレーニング実施前後の積極度比較

Fig.9　院内トレーニング実施前後の不安度比較

考 察
શͯͷマχϡΞϧͰߴධՁͱͳͬたͷはタス

Ϋ・シϑτ/シΣΞʹͭいͯɺいͭɺͲͷよ͏ʹ
औΓ૊Ή͔യવͱしͯいた͕ɺنఆ΍ϑϩーɺτ
ϨーχンάͳͲͷ͕ڥ؀੔උ͞Εた͜ͱͰスタο
ϑͷཧղ͕ਂまͬた͔ΒͰ͋Δͱ͑ߟΒΕΔɻし
͔しӃ಺τϨーχンά࣮ࢪલʹΞンέーτΛूܭ
したたΊ੩຺࿏֬อͷख技ʹͭいͯͷධՁ͕೉し
͔ͬたͱͷҙݟ΋͋ͬたɻ（FJH.1ô3）

͔ͬߴ཰͕ߨमͷະडݚमͷ͏࣮ͪ技ݚࣔࠂ
たͷはݸ人ͷडߨҙཉだ͚Ͱͳ͘ɺ東京都ʹお͚
Δߨश会΁ͷԠื཰͕͘ߴɺडػߨ会͕ಘʹ͘い
͜ͱ΋一ҼͰ͋Δͱ͑ߟΒΕΔɻௐࠪ݁ՌͰ΋ड
͕ͬ͋ݟいΔͱͷҙͯݟத΍タΠϛンάΛࠐਃߨ
たɻまたɺ日本診療放射線技師会һͰͳいたΊʹ
डߨඅ༻͕͘ߴͳΓडߨしͯいͳいऀ΋いたɻࢪ
ઃʹよͬͯɺิॿͷ༗ແ͕͋ΔͱฉいͯおΓɺ͜
ΕΒͷཁҼ͕࣮技ݚमडߨ཰ʹӨڹしͯいΔͱߟ
͑ΒΕΔɻし͔しɺ2024年3月Ҏ߱ͷେֶଔऀۀ
はཆҭプϩάラϜ಺ʹݚम͕૊ΈࠐまΕͯいΔͷ
Ͱɺޙࠓはݚम͕ड͚΍͢いڥ؀ʹͳͬͯい͘ͱ
ΒΕΔɻ（FJH.5）͑ߟ
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Ӄ಺τϨーχンά࣮ࢪલͷੵۃ౓ͷ͹Β͖ͭは
৽ۀ務ʹରしͯͷड͚ࢭΊํ͕͞ま͟まͰ͋Δた
Ίだͱ͑ߟΒΕΔɻまたɺ診療放射線技師ྺ͕長
い΄ͲফۃతͰ͋Δཧ༝ͱしͯ加ྸʹよΔྗࢹ௿
Լ΍࣋පɺมԽΛ޷まͳいͱͷ回౴݁Ռ͕൓ө͞
ΕͯいΔͱ͑ߟΒΕΔɻ

Ӄ಺τϨーχンά࣮ޙࢪͷੵۃ౓͕͘ߴͳͬた
ͷはઌ行しͯۀ務։࢝したスタοϑ͕৽ۀࣄʹͭ
いͯߠఆతͳ人͔ࡐΒબఆ͞Εた͜ͱ͕େ͖ͳཁ
ҼͰ͋Δͱ͑ߟΒΕΔɻし͔しෆ҆౓ʹมԽ͕ͳ
͔ͬたͷは੩຺࿏֬อۀ務Λ行ͬた͜ͱʹよΓ技
ज़໘ͷෆ҆ཁૉ͕૿͑た͜ͱɺ৵ऻతͳख技Λ行
͏͜ͱʹよΔスτϨス͕૿͑た͜ͱ͕ݪҼだͱߟ
͑ΒΕΔɻ加͑ͯɺ੩຺࿏֬อʹ೉ौしたࡍͷँ
ͳͲɺ઀۰Ͱ΋スτϨス͕૿͑たํ࢓΍આ໌ͷࡑ
͔Βͱ͑ߟΒΕΔɻͦͷたΊɺख技ʹͳΕΔɺま
たはෆ҆౓͕վળ͢ΔまͰٸ଎஫ೖΛ行Θͳい֩
ҩֶ͔ࠪݕΒۀ務։࢝͢Δ͜ͱ͕๬ましいͱ͑ߟ

ΒΕΔɻまたɺੵۃ౓ͷ͞ߴ΍઀۰技ज़Λे分ʹ
शಘした人һͷબఆͱࢪઃͷঢ়گʹ߹Θせたۀ務
഑ஔ͕๬ましいɻ（FJH6ô9）

結 語
当ӃͰͷ੩຺࿏֬อۀ務Λ行͏たΊͷマχϡΞ

ϧ࡞੒΍Ӄ಺τϨーχンάͷ੔උͳͲڥ؀໘Λ੔
͑Δ͜ͱは৽しいۀ務Λ։࢝͢Δͷʹ༗༻だͬたɻ
またɺスタοϑͷҙཉ΍ෆ҆Λ೺Ѳ͢Δ͜ͱͰಋ
ೖॳظͷ৺ཧత҆શੑΛ担อ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖たɻ

【参考文献】
1）��%aJLJ�4
�Ft.aM� :�AttFNpt� tP�DaMDVMatF� thF�DPst�PG�

WFOPVs�aDDFss� GPr�NFEJDaM�raEJPMPHZ�tFDhOJDJaOs�
VsJOH� TJNF-%rJWFO�ADtJWJtZ-#asFE� $PstJOH�
aOaMZsJs� -�$PNparJsPO�PG�DPOtrast-FOhaODFE�$T�
FYaNJOatJPOs�CFGPrF�aOE�aGtFr�tasL�shJGt� -+PVrOaM�
PG�thF�+apaOFsF�AssPDJatJPO�PG�3aEJPMPHJDaM�TFDhO
PMPHJsts
WPM.71OP.866
pp.27-35.2024
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༻ʹద༻した঱ྫΛใ͢ࠂΔɻ

使用機器
$T૷ஔはARVJMJPO�0/E�13*4.�EEJtJPO�（DaOPO�

NFEJDaM�sZstFNs）ɺධՁϑΝンτϜはマϧνΤφ
ジー$TϑΝンτϜ（sVO�/VDMFar）Λ༻いたɻまたɺ
௚5͕ܘ�NNɺ3�NNɺ2�NNɺ1�NNɺ0.5�NNɺ0.3�
NNͷ۳ܕ໛ٖ݂؅ϑΝンτϜ（ҍྛシステマοΫ）
Λ༻いたɻ଄ӨࡎはΠΦϔキιーϧ（(Eϔϧスέ
ΞϑΝーマ）ɺը૾ղੳは7JtrFaワーΫステーショ
ン（DaOPO�NFEJDaM�sZstFNs）Λ༻いたɻ

方 法
ը૾ಛੑΛ͢ূݕΔたΊɺ4ͭͷݕ౼Λ行ͬたɻ

背 景
当ӃͰは2021年11月ʹEVaM�FOFrHZ�sDaO͕Մೳ

ͳDPNpVtFE�tPNPHraphZ�（$T）૷ஔ͕ಋೖ͞Εɺ
ྟচʹ׆༻しͯいΔɻ%VaM�FOFrHZ�$T�（%E$T）Ͱ
はɺWJrtVaM�NPOPDhrPNatJD�JNaHF�（7.*）ʹよΔ
ίンτラスτڧௐ΍NatFrJaM�EFOsJtZ�JNaHF�Λ׆༻
した෺࣭หผɺ͞ΒʹWJrtVaM�OPO-DPOtrast�JNaHF�

（7/$）ͳͲ目తʹ߹Θせたը૾͕औಘՄೳͰ͋Δ1）ɻ
当Ӄ͕࢖༻しͯいΔ$T૷ஔは؅電ѹΛߴ଎ʹ੾

Γ替͑ΔGast�L7�swJtDhJOHํ式ͷ%E$TͰ͋Γɺܭ
աఔʹਂ૚ֶश͕༻いΒΕͯいΔɻྟচʹ%E$Tࢉ
Λ׆༻͢Δʹ͋たΓɺը૾ಛੑΛ೺Ѳ͢Δ͜ͱはॏ
ཁͱ͑ߟΔɻ

目 的
本ํ式ʹよΔ%E$Tͷը૾ಛੑΛূݕしɺྟচԠ

発表者報告②

Abstract
Dual energy CT (DECT) can provide various images such as contrast enhancement image with virtual 
monochromatic image (VMI) and virtual non-contrast image (VNC) with material density images. In this 
study we will be reporting on validation of the imaging characteristics of DECT and its clinical application. 
We have done experiments about 1. CT value of VMI compared with theoretical value, 2. discrimination 
of blood and iodine using VNC, 3. optimal image at reduced contrast and 4. image resolution. 
There was a slight discrepancy in CT value between theoretical and measured values. This possibly due 
to the thickness of the phantom and the eff ect of scattered rays. It was possible to discriminate iodine and 
blood components precisely, from this it is considered for the evaluation of intracerebral hemorrhage after 
head angiography. Contrast maintains even with less iodine by using low-keV. However low-energy images 
have more noise due to the lack of dose, therefore image quality must be considered. In addition, DECT 
doesn’t maintain resolution, which means SECT will be preferred for narrow blood vessels.
We have been able to use DECT more clinically by verifying its imaging characteristics.

Image Characteristics and Clinical Application of 
Dual Energy CT

,JSJOP�4IJPNJ�ʣ
��)JEFZVLJ�4BUP�ʣ
��:PTVLF�,PHVSF�ʣ

�ʣ%FQBSUNFOU�PG�3BEJPMPHZ
�+VOUFOEP�6OJWFSTJUZ�)PTQJUBM
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ͱͳΔ%E$Tô7.*ͱ4E$TΛൺֱしたɻ
またɺ਌݂؅ͷ$T஋͕400�)6ఔ౓ͱͳΔ15�

NH*/NLͷرऍ଄ӨࡎΛ෧ೖした໛ٖ݂؅ϑΝンτ
Ϝͷը૾Λج४ͱしɺ଄Өࡎ௿ݮ時（10�NH*/NL）
ʹお͚Δ4E$T௿؅電ѹࡱӨͱ%E$Tͷ௿Τωϧ
Ϊー7.*ը૾ͷൺֱ΋行ͬたɻ

結 果
１．CT値の変化

݁ՌΛάラϑʹࣔ͢（FJH.2）ɻ࣮線は࣮ଌ஋ɺ఺
線͕ཧ࿦஋Ͱ͋Δɻ100�LF7Ҏ্はͲͷ෺࣭ʹおい
ͯ΋プラτーͱͳͬたたΊׂѪ͢Δɻཧ࿦஋ͱ࣮
ଌ஋ͷࠩは௿ΤωϧΪーʹͳΔఔେ͖͘ͳΓɺ10�
NH*/NLʹおいͯ࠷େ5��ఔ౓（࣮ଌ஋:�802�)6ɺ
ཧ࿦஋:�844�)6）Ͱ͋ͬたɻ

Fig.2　エネルギー別のCT値（実測値と理論値）

２．ヨードと血液成分の弁別
݁ՌΛදʹࣔ （͢FJH.3）ɻ7/$ʹ͢Δ͜ͱͰɺϤー

υͷΈͷϩουは$T஋͕0�)6ʹۙ͘ͳΓɺϤーυ
ʴ݂ӷͷϩουはϤーυ੒分͕͞ࢉݮΕɺ݂ӷͷΈ
ͷϩουͱಉ౳ͷ$T஋ʹͳͬたɻ

Fig.3　 各ロッドにおけるVMI 78keV、VNC、
Iodine map のCT値

３．造影剤減量時の最適な画像
݁ՌΛදʹࣔ͢（FJH.4）ɻ5�NH*/NLͰは57�LF7

ʹͯ10�NH*/NLͱಉ͡$T஋͕ಘΒΕたɻϊΠζ
4%͕13.0ͱ͘ߴͳΓɺը૾ϊΠζ͕ଟ͘ͳͬͯし
まͬたɻ7�NH*/NLͰは64�LF7ʹͯ10�NH*/NLͱ
ಉ͡$T஋͕ಘΒΕɺϊΠζ4%は9.0ͱ཈͑ΒΕたɻ

１．CT値の変化
マϧνΤφジー$TϑΝンτϜʹධՁϩου5ݸͱۭ

間ΛຒΊΔઐ༻ϩουΛೖΕͯࡱӨしɺ7.*ʹよΔΤ
ωϧΪーผͷ$T஋ͷมԽΛධՁした（FJH.1）ɻಘΒΕ
た஋ͱࢉܭʹよͬͯٻΊたཧ࿦஋ͱͷൺֱΛ行ͬたɻ

Fig.1　 multi energy CT phantom（左）
とその挿入個体ロッドの材質（右）

ཧ࿦஋ͷࢉग़ํ法は/*4T�X$0.ͷ΢ΣϒαΠ
τ2）͔Βɺ֤ΤωϧΪーʹお͚Δݩૉͷ࣭ྔݮऑ܎
਺（Ж/Л）Λऔಘしɺ֤ߏ੒෺࣭ͷЖ/Лͱϩο
υ಺Ͱͷׂ߹ͷੵͷ和ͰϩουͷЖ/ЛΛٻΊたɻ
ͦͷޙɺ線ݮऑ܎਺（Ж）ΛЖ/Лͱີ౓ͷੵͰٻ
Ίたɻಉ༷ʹਫͷ線ݮऑ܎਺ΛٻΊΔ͜ͱͰ$T஋
ͷཧ࿦஋Λࢉग़したɻ

２．ヨードと血液成分の弁別
マϧνΤφジー$TϑΝンτϜ෇ਵͷϤーυϩο

υ（2�NH*/NL）ɺ݂ӷϩου（#MPPE�40�)6）ɺϤー
υʴ݂ӷͷϩου2छྨ（2�NH*/NL���#MPPE�40�
)6ɺ4�NH*/NL���#MPPE�40�)6）ΛࡱӨしɺ7/$
ը૾ʹお͚Δ$T஋ͱϤーυؚ༗ྔΛܭଌしたɻ$T
஋ΛൺֱしɺϤーυ͕し͔ͬΓͱหผ͞Ε͞ࢉݮΕ
ͯいΔ͔Λূݕしたɻ

３．造影剤減量時の最適な画像
10�NH*/NLʹرऍしたرऍ଄ӨࡎΛ࡞੒しɺಉ༷

ʹ7�NH*/NL�（଄Өݮ3ׂࡎΛ૝ఆ）ͱ5�NH*/NL（଄
Өݮ5ׂࡎΛ૝ఆ）ͷϩουΛ࡞੒したɻ

7�NH*/NLͱ5�NH*/NLͷϩουʹおいͯɺ10�
NH*/NL͕78�LF7�（˺120�L7p）ͷ時ͱಉ͡ίンτ
ラスτʹͳΔ7.*ͷΤωϧΪーΛٻΊたɻࠓ回࢖༻
した%E$TͰはɺ78�LF7͕4E$Tͷ120�L7pͱಉ
͡$T஋ͱͳͬたたΊ͜ͷը૾Λج४ͱしたɻ

４．模擬血管ファントムの検証
Λ෧ೖࡎऍ଄Өرʹͷ໛ٖ݂؅ϑΝンτϜܕ۳

しɺ4E$Tͱ%E$TͰࡱӨしたɻಉ͡ίンτラスτ
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ͳͷ͔൑அʹྀۤ͢Δ͜ͱ΋͋Δ͕ɺ%E$TʹよΔ
7/$Λ༻いΔ͜ͱͰ൑ผ͕ՄೳͰ͋Δ（FJH.7）ɻࠨ
は7.*ɺӈは7/$Ͱ͋Δɻ7/$Ͱは଄Өࢉݮ͕ࡎ
͞ΕͯいΔ͜ͱ͕分͔Δɻ

Fig.7　症例1：頭部血管造影後の頭部出血評価

঱ྫ2はɺਛػೳ௿Լ঱ྫʹର͢Δ଄Өྔݮࡎ঱
ྫͰ͋Δ（FJH.8）ɻ2020年ͰはF(F3͕52.7�NL/
NJO/1.73N2Ͱ͋Γɺ௨ৗͷ଄ӨࠪݕͯʹྔࡎΛ行ͬ
た͕ɺ2022年Ͱは35.4�NL/NJO/1.73N2ͱਛػೳ͕
௿ԼしͯいたɻͦͷたΊɺ放射線Պҩ師ͷࣔࢦͷ΋
ͱɺ%E$TΛ༻いͯ7ׂྔͷ଄ӨࠪݕͯʹࡎΛ行ͬ
たɻ଄ӨࡎΛྔݮしͯ΋%E$Tͷ7.*Λ༻いΔ͜
ͱͰɺ診அʹӨڹしͳいը૾͕ಘΒΕͯいΔɻ

Fig.8　 症例2: 造影剤低減を行った症例画像
2020年の画像（左2枚）と2022年の
画像（右2枚）

考 察
１．CT値の変化

ཧ࿦஋ͱ࣮ଌ஋ʹ͔ۇͳҧいΛೝΊたɻཧ࿦஋は
෺࣭Λߏ੒͢Δ૊੒͔ΒࢉܭͰٻΊた΋ͷͰ͋Γɺ
ϑΝンτϜ΍人ମʹX線͕র射͞Εた時ʹ͜ىΔ
ϏーϜϋーυχンάͳͲͷݱ৅はྀ͞ߟΕͯいͳいɻ
ͦͷたΊɺ͕ࠩޡੜまΕͯいΔͷだͱ͑ߟΔɻྟচ
したϑΝンτྀߟΔたΊʹは人ମͷްΈΛ͢༺׆ʹ
ϜͰಘΒΕた஋ͷ΄͏͕ྟচతͰ΋͋Δͱ͑ߟΔɻ

Fig. 4　 エネルギー別による各種ヨードロッドの
CT値変化

４．模擬血管ファントムの検証
্ஈʹ4E$TɺԼஈʹ%E$Tͷը૾Λฒ΂た（FJH.5）ɻ

%E$Tʹお͚Δ7.*よΓ΋4E$Tͷํ͕ࡉい݂؅ͷࢹ
ೝ͕し΍͔ͬ͢たɻまたɺ਌݂؅Λ400�)6ʹௐ੔し
た໛ٖ݂؅ϑΝンτϜͷ݁Ռʹおいͯɺ଄Өྔݮࡎ時
ͷ4E$T௿؅電ѹࡱӨͰはɺྔݮલͱಉ౳ͷը૾͕ಘ
ΒΕͯいΔͷʹରしɺ%E$Tͷ7.*Ͱは࠷΋ࡉい0.3�
NNܘͷ݂ݕ؅͕ग़Ͱ͖ͳい݁Ռͱͳͬた（FJH.6）ɻ

Fig.5　 SCETとDECTによる模擬血管ファントムの
描出能の違い

Fig.6　 造影剤低減時におけるSCETとDECTによる
模擬血管ファントムの描出能の違い

臨床症例
঱ྫ1はɺ೴ಈ຺ᚅഁ྾ʹよΔ͘΋ບԼग़݂Λ͖

たしたऀױʹର͢Δ*73࣏療ޙͷग़݂ධՁͰ͋Δɻ
Χテーテϧ࣏療時ʹ଄ӨࡎΛ༻いͯいΔたΊɺ௨ৗ
ͷ120�L7p-4E$TͰは೴ग़݂ͳͷ͔ɺ଄Өࡎͷ࢒ଘ
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４．分解能の検証
%E$TͰࡱӨしたը૾は4E$Tʹൺ΂分ղೳ͕

ҡ࣋͞Εͣɺ͔ࡉい݂؅ͷධՁ͕ࠔ೉Ͱ͋ͬたɻࠓ
回࢖༻した%E$TはL7�swJtDhJOHํ式Ͱ͋ΔたΊɺ
WJFw਺͕গͳ͘ͳΓɺ͞Βʹେয఺Λ࢖༻しͯͷ
ʹӨͱͳͬͯしま͏ɻͦͷたΊ分ղೳ͕4E$Tࡱ
ൺ΂ͯԼ͕ͬたͷͰはͳい͔ͱ͑ߟΔɻྟচ΍ज़લ
Ͱඞཁͱ͞ΕΔઠ௨ࢬ΍͔ࡉい݂؅ΛධՁ͢Δ時は
4E$Tͷํ͕๬ましいͱ͑ߟΔ3）ɻ

結 論
%E$Tͷը૾ಛੑΛ͢ূݕΔ͜ͱͰɺよΓྟচʹ

దした৚݅ʹͯԠ༻͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖たɻ

参考文献
1）��.arJO�%
�Ft�aM.�4tatF�PG�thF�Art:�%VaM-EOFrHZ�$T�

PG�thF�ACEPNFO.�3aEJPMPHZ�2014�271:2
�327-342
2）��/*4TX$0.:�EMFNFOt/$PNpPVOE/.JYtVrF
3）��LVDJGFrP�A(
�Ft�aM.�.JDrPsVrHJDaM�/FVrPWasDVMar�

AOatPNZ�PG� thF�#raJO:�ThF�AOtFrJPr�$JrDVMatJPO�
（1art�*）.�ADta�#JPNFE.�2021�AVH�26�92（44）:F2021412

２．ヨードと血液成分の弁別
本࣮ݧʹよΓɺϤーυ଄Өࡎͱ݂ӷ੒分ͷหผ͕

Մೳ͔ͭਖ਼֬Ͱ͋Δ͜ͱ͕分͔ͬたɻ͜ΕʹよΓ಄
෦*73ޙͷग़݂ධՁʹ%E$T͕༗༻Ͱ͋Δͱ͑ߟΒ
ΕΔɻ

３．造影剤減量時の最適な画像
଄Өྔݮࡎ時ʹ΋7.*ͷ௿ΤωϧΪーը૾Λ༻い

Δ͜ͱͰɺྔݮલͱಉ౳ͷίンτラスτΛಘΒΕΔ
͜ͱ͕分͔ͬたɻਛػೳ͕௿Լしたऀױʹରし༗༻
Ͱは͋Δ͕ɺ7.*ͷΤωϧΪーΛ௿͘したը૾Ͱはɺ
線ྔෆ଍ʹͳͬͯしまいϊΠζ͕ଟ͘ͳΔɻͦͷた
ΊɺྟচͰ༻いΔ৔߹はɺը࣭Λྀߟしͳ͕Β׆༻
͢Δඞཁ͕͋Δͱ͑ߟΔɻ
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パイプラインパイプライン

日本診療放射線技師連盟
ニュース 発行日 令和 7 年 6月 30日

発行所 日本診療放射線技師連盟
〒381-0812     
埼玉県さいたま市北区宮原2-51-39
TEL.048-664-2728 FAX.03-6740-1913

2025 No. 6
（通巻No.110）

連盟活動報告

① 6月  3日（火）  松山政司参議院幹事長と面会

② 6月  4日（水） 第19回 国民医療推進協議会総会に出席
③ 6月 9日（月） JFRT主催 第12回定例勉強会開催
④ 6月16日（月） 第4回JFRT理事会開催
⑤ 6月19日（木） JFRT主催 第13回定例勉強会開催
⑥ 6月20日（金）  あぜもと候補事務所開き
⑦ 6月23日（月） 参議院選挙公約に関する政策懇談会に出席
⑧ 6月24日（火） 福井県からあぜもとしょうごを応援する会
⑨ 6月25日（水） あぜもとくんを励ます会 in 静岡
⑩ 6月26日（木） あぜもとくんを励ます会 in 熊本
⑪ 6月27日（金）  全力であぜもと先生を応援する夜 宮﨑
⑫ 6月29日（日）  あぜもと将吾氏を励ます会 愛知

2021年第2回理事会において、年会費は一律 2,000円となりました。
また、寄付によるご支援も随時受け付けております。

郵便局備え付けの振込取扱票を使用してお振込みの場合
→ 口座記号・口座番号 00100-2-667669
ゆうちょ銀行に直接お振込みの場合
→ 店名（店番）：019 当座預金 口座番号：0667669 加入者名 日本診療放射線技師連盟

当連盟入会ならびに年会費支払い

③ ⑤ ① ⑥ ⑧

⑨ ⑩

⑪ ⑫
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パイプラインパイプライン

日本放射線公衆安全学会 アンケート協力依頼のご案内
—「医療被ばく低減施設認定取得の効果に関する研究」—

日本放射線公衆安全学会 会長 佐藤 洋一     

公益社団法人 日本診療放射線技師会（JART）の学術研究助成を受け、日本放射線公衆
安全学会（JRPS）では、2025年度の研究プロジェクトとして「医療被ばく低減施設認定
の取得効果に関する研究」を実施いたします。本研究は、JARTが推進する「医療被ばく
低減施設認定制度」の取得によって、
・線量管理体制の整備
・業務の効率化
・患者の安心感の向上
など、医療現場にもたらされる効果を客観的に明らかにすることを目的としています。ま
た、未認定施設が直面する課題や導入上の障壁を明らかにし、制度の改善および普及促進
のための基礎資料を得ることも重要な狙いです。
この取り組みは、2004年の制度創設から約 20年の経過を経ての検証となり、将来的に

は、診療報酬制度や病院機能評価制度への反映、さらには厚生労働省への政策提言にもつ
ながる展望を含んでおります。つきましては、全国 1,000施設以上を対象としたアンケー
ト調査を以下の要領で実施いたします。
ぜひご多忙の折とは存じますが、本調査の趣旨にご理解・ご賛同をいただき、ご協力賜

りますようお願い申し上げます。

【アンケート実施概要】
調査期間：2025年 8月 1日（金）〜 9月 30日（火）
回答方法： Googleフォームよりご回答ください
※ URL：https://bit.ly/3IG37vU
※ 下記QRコードからもアクセスいただけます。

お問い合わせ先：pub_contact@netjrps.xsrv.jp

日本放射線公衆安全学会
The Japanese Society of Radiation Public Safety
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医療職専門の職業紹介・人材派遣 株式会社ジャパン・メディカル・ブランチ

お問い合わせ 0120-08-5801／ info＠jmb88.co.jp

〈一般労働者派遣事業許可：派 13-301371 有料職業紹介許可：13-ユ-130023〉

診療放射線技師が創立 だから…放射線技師に強い！

取扱職種：診療放射線技師・臨床検査技師・看護師・薬剤師 等

半日単位～正社員採用まで幅広いニーズに対応！

医療職専門！ だから…充実した人材とお仕事

診療放射線技師の人材探し・仕事探しなら！

ジャパン・メディカル・ブランチ
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News

公益社団法人東京都診療放射線技師会
第�回理事会

9月号 

ॻʹ௥加ͳしɻࠂಈใ׆・
ॸ務ɿ໦暮ཅհ　ཧࣄ
ॻʹ௥加ͳしɻࠂಈใ׆・
ࣄ川ॏ࢘　ཧࢢҭɿڭ
ॻʹ௥加ͳしɻࠂಈใ׆・
4）ઐ໳෦ҕһ会ใࠂ
ॻʹ௥加ͳしɻࠂಈใ׆・
5）஍区ҕһ会ใࠂ
ॻʹ௥加ͳしɻࠂಈใ׆・
6）֤ҕһ会ใࠂ
ॻʹ௥加ͳしɻࠂಈใ׆・
7）ͦͷଞ
回はಛʹͳ͔ͬたɻࠓ・

ٞɹɹࣄ
ਃ੥ۀࣄ（1
ᶃ2025年౓ࡍࠃҕһ会ֶज़ަྲྀテーマɿι΢ϧಛผࢢ

放射線࢜会（43TA）ͱͷֶज़ަྲྀ
日　時ɿ2025年7月3日（໦）～7月6日（日）
৔　所ɿύシϑΟίԣ඿　会ٞηンター
　̡ ঝೝɿ18໊ɺอཹɿ0໊ɺ൱ೝɿ0໊ʳ
ҕһ長ɿࡍࠃ　༸հ　ۅ

　2025年ؔ東ߕ৴ӽ診療放射線技師ֶज़େ会ͷΠン
ターφショφϧʹおいͯɺ43TA͔Β9໊Λট଴͢Δɻ

೔　　࣌ɿ2�2�೥�݄�೔ʢ໦ʣ
��࣌��෼ʙ��࣌��෼

৔　　所ɿΠϯタʔωッτճ線্
ग़੮ཧ事ɿాߐ఩உɺ໺࡞޾ޱɺؔ　ਅҰɺઙপխ߁ɺ

ླ໦༤Ұɺ໦฻ཅհɺࢢ઒ॏ࢘ɺੴాխ඙ɺ
೭ɺ޹ੵߐɺߦɺ஛҆௚ࢤ઒ಞࢢ໺मজɺߴ
ɺౡా　་ɺ܆　ɺؔ୩࢘޾ඌ　ਔɺ∅઒ࠓ
෍઒Յ৴ɺେ௡ݩय़

ग़੮؂事ɿ໺ాઔࡾ࿠ɺന໦　ঘ
ग़੮ऀɿ૿ా঵୅ʢ第�஍۠ҕһ௕ʣɺদాහ࣏ʢ第໊ࢦ

�஍۠ҕһ௕ʣɺ๺໺Γ͑ʢ第�஍۠ҕһ௕ʣɺ
ҏࠤཧՅʢ第�஍۠ҕһ௕ʣɺ෋ؙՂҰʢ第
7஍۠ҕһ௕ʣɺ੢ڷ༸ࢠʢ第�஍۠ҕһ௕ʣɺ
ᖒాٱ߃ʢ第��஍۠ҕһ௕ʣɺ໊҆ݹ৳ʢ第
��஍۠ҕһ௕ʣɺ٢ଜ　 ʢྑ第�2஍۠ҕһ௕ʣɺ
௕୩઒ߒষʢ第��஍۠ҕһ௕ʣɺٶԼຑґ
ʢ第��஍۠ҕһ௕ʣɺۅ　༸հʢࡍࠃҕһ௕ʣɺ
தඌ　Ѫʢೖձଅਐҕһ௕ʣɺ࡫প࿨ஐʢ放
射線૬ஊҕһ௕ʣɺؠҪේݑʢ編集ҕһ௕ʣɺ
ଜࢁՅོʢ૯務ҕһʣɺ੨໦　३ʢ૯務ҕһʣɺ
৽઒ᠳଠʢ૯務ҕһʣ

ܽ੮ཧ事ɿ౉ล༃ࢤ
ܽ੮؂事ɿͳ͠
ٞ　　௕ɿాߐ఩உʢձ௕ʣ
࢘　　ձɿ໺࡞޾ޱʢ෭ձ௕ʣ
ٞ事࿥࡞੒ɿଜࢁՅོɺ੨໦　३ɺ৽઒ᠳଠ

ձ長ѫࡰ
　本日΋͝ଟ๩ͷதཧࣄ会ʹ͝ूࢀいただ͖ɺँײਃし
্͛Δɻࠓ月は6月21日ʹఆظ૯会͕༧ఆ͞ΕͯいΔɻ
֤஍区所ଐͷ୅ٞһͷํʑʹお੠͔͚Λおئいしたいɻ
本日΋׆発ͳٞ࿦Λおئいしたいɻ

ཧࣄձఆ਺֬ೝ
　ग़੮ɿ18໊ɺܽ੮ɿ1໊

લճٞࣄ࿥֬ೝ
લ回ٞࣄ࿥ʹͭいͯ֬ೝΛ行 た͕ͬमਖ਼ҙݟはͳ͔ たͬɻ

ใ߲ࣄࠂ
1）江田哲男　会長
・5月30日（金）ୈ16஍区ݚम会ग़੮Λ௥加ɻ
2）副会長
ؔ　ਅ一　副会長
ॻʹ௥加ͳしɻࠂಈใ׆・
໺口࡞޾　副会長
ॻʹ௥加ͳしɻࠂಈใ׆・
浅沼雅康　副会長
ॻʹ௥加ͳしɻࠂಈใ׆・
ࣄ務執行ཧۀ（3
૯務ɿླ໦༤一　ཧࣄ
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དྷ日ظ間は7月3日͔Β6日まͰͰɺΠンターφショ
φϧηοションは7月5日ʹ༧ఆ͞ΕͯいΔɻܦඅʹ
ؔしͯはɺ43TAͱͷن໿ʹଇͬͯおΓɺ߹75ܭສ
ԁΛ্ܭしͯいΔɻେ͖い金ֹͱͳͬͯいΔ͕ɺࡢ
年ͷֶज़ަྲྀͱಉ౳ͷ金ֹͰ͋Δɻ͝৹ٞΛおئい
したいɻ

　̡ ঝೝɿ18໊ɺอཹɿ0໊ɺ൱ೝɿ0໊ʳ
ᶄ2025年౓্൒ظΠンターφショφϧηοション
テーマɿ2025年౓ؔ東ߕ৴ӽ診療放射線技師ֶज़େ会
日　時ɿ2025年7月5日（土）�
৔　所ɿύシϑΟίԣ඿　会ٞηンター
　̡ ঝೝɿ18໊ɺอཹɿ0໊ɺ൱ೝɿ0໊ʳ
ᶅୈ23回αマーηϛφー
テーマɿೕ๪ࠪݕͷצυίϩ
日　時ɿ2025年8月30日（土）15ɿ00ʵ17ɿ30
৔　所ɿ東京ҩՊେֶපӃ　ڭҭڀݚ౩	ࣗओֶࣗؗ）3

֊େࣨڭ
　̡ ঝೝɿ18໊ɺอཹɿ0໊ɺ൱ೝɿ0໊ʳ
ᶆୈ5஍区ݚम会
テーマɿ一ൠࡱӨܥͷ੔ܗ֎ՊྖҬʹお͚ΔཱҐࡱӨʹ

ͭいͯ ʵཱҐࡱӨͷॏཁੑʹͭいͯ͑ߟΔʵ
日　時ɿ2025年9月5日（金）19ɿ00～ 20ɿ30
৔　所ɿ東京都診療放射線技師会ݚमηンター
　̡ ঝೝɿ18໊ɺอཹɿ0໊ɺ൱ೝɿ0໊ʳ
ᶇୈ162回日暮里क़ワンίΠンηϛφー
テーマɿӷମϔϦ΢ϜΛまͬた͘࢖Θͳい1.5T.3*ͷ

͝঺հ
日　時ɿ2025年9月18日（໦）19ɿ00～ 20ɿ30
৔　所ɿ8FC։࠵
　̡ ঝೝɿ18໊ɺอཹɿ0໊ɺ൱ೝɿ0໊ʳ
ᶈୈ20回ϖΠシΣンτέΞֶज़େ会
テーマɿʮͭͳ͕Γɺ͑ࢧ߹͏ҩ療Λ目ࢦしͯʯ
日　時ɿ2026年2月28日（土）10ɿ00～ 16ɿ30
৔　所ɿ一ڮେֶ一ߨڮಊத会͔ٞࣨ̍ࣨΒ̐ࣨ
江田哲男　会長ɿ

　લ回ͱಉ༷ʹɺࠓ回΋֤஍区Ͱԋ୊ఏग़ʹ͝ྗڠ
Λおئいしたいɻ

川ಞ志　ֶज़ҕһ長ɿࢢ
せͣ෯ہݶ回΋લ回ͱಉ༷ʹɺԋ୊ͷテーマはࠓ　
いテーマͰืू͢Δɻ޿

　̡ ঝೝɿ18໊ɺอཹɿ0໊ɺ൱ೝɿ0໊ʳ
2）ୈ1回東京放射線ҩ療技ज़ֶज़େ会会৔༧໿ʹͭいͯ
江田哲男　会長ɿ

　+43T東京ࢧ෦ͱ߹ಉ会ٞΛ行いɺ一ߨڮಊͷ༧໿
Λしたɻ։࠵日は2026年11月7日・8日ͷ2日間ɻେ

会໊はz東京放射線ҩ療技ज़ֶज़େ会zͱܾఆしたɻ
TA3TଆͷఏҊは+43TͰݕ౼தɻօ͞ま͔Β΋͝
ҙݟ΍اըҊͳͲ͕͋ΓましたΒ͝ఏࣔΛしͯいた
だ͖たいɻ

　̡ ঝೝɿ18໊ɺอཹɿ0໊ɺ൱ೝɿ0໊ʳ
ԉ໊ٛਃ੥ʹͭいͯޙ（3
ླ໦༤一　૯務ҕһ長ɿ

　ϝーϧͰٸۓ৹ٞΛしͯいただいた݅Ͱ͋Δɻ東
京都ྟচֶ޻技࢜会͔Βͷࢢຽ公։ߨ座ͷޙԉ໊ٛ
ਃ੥ґཔʹͭいͯ͝৹ٞいただ͖たいɻ

　̡ ঝೝɿ18໊ɺอཹɿ0໊ɺ൱ೝɿ0໊ʳ
4）৽ೖୀ会ʹͭいͯ
　5月ɿ৽ೖ会　31໊ɺసೖ　2໊ɺసग़　6໊ɺୀ会　

7໊
　̡ ঝೝɿ18໊ɺอཹɿ0໊ɺ൱ೝɿ0໊ʳ

஍࣭۠໰ɺҙݟ
ೖ会ଅਐҕһ会ɿ

　৽ن会һ֫ಘͷたΊɺೖ会ଅਐͷۀࣄͱしͯɺը૾
所ݟͳͲʹͭいͯͷษڧ会Λݕ౼しͯおΓま͢ɻࣄ
Մ͕ܞҭҕһ会・ֶज़ҕһ会ͱ࿈ڭ಺༰ͱしͯɺۀ
ೳͳͷ͔ɺまたはɺೖ会ଅਐҕһ会Ͱษڧ会Λ୯ಠ
Ͱاըしͯ΋よΖしいͰしΐ͏͔ɻ

ҭҕһ長ɿڭ　川ॏ࢘ࢢ
　ಛʹ໰୊はͳい͔ͱ͏ࢥɻڭҭҕһ会ͱֶज़ҕһ
会͕࿈ܞしͯい͘͜ͱ͕ཧ૝ɻ۩ମతͳ಺༰はܾまͬ
ͯいΔ͔ʁ

川ಞ志　ֶज़ҕһ長ɿࢢ
師ߨɻ͏ࢥըʹؔしͯはಛʹ໰୊ͳい͔ͱاಉڞ　
ͳͲはܾまͬͯいΔ͔ʁ

தඌ　Ѫ　ೖ会ଅਐҕһ長ɿ
　಺༰ͳͲはಛʹまだܾΊͯいͳいɻまͣはڭҭҕ
һ会・ֶज़ҕһ会ͱͷ࿈͕ܞͱΕΔ͔࢕いたいɻษ
ͷ༧ఆはͳいɻೖ会ଅਐҕߋ会ͷ಺༰ʹؔしͯมڧ
һ会Ͱߨ師΍಺༰ͳͲΛܾΊ͔ͯΒڭҭҕһ会また
はֶज़ҕһ会ʹおئいΛ͢ΔܗͰྑい͔ʁ

ҭҕһ長ɿڭ　川ॏ࢘ࢢ
　スタンスతʹはͦΕͰྑいͱ͕͏ࢥɺԿͷۀࣄͱし
ͯ։͢࠵Δͷ͔ɺ͢Γ߹ΘせΛ͢Δඞཁ͕͋Δɻ৽た
ͳۀࣄͱしͯͷ։࠵はݫしい͔΋しΕͳいɻ͋ࠓΔ
ҭ΍日暮里क़ワンίΠڭͷத（͖Ί͜ま͔ͳੜ֔ۀࣄ
ンηϛφーͳͲ）ͰਐΊͯい͘ͷ͕࣮ݱతɻೖ会ଅਐ
ҕһ会Ͱ΍Δͱい͏͜ͱはɺೖͬͯ΋Βいたいඇ会
һʹରしͯੵۃతʹࢀ加Λଅ͢ඞཁ͕͋ΔͷͰɺ会
අ΍։ํ࠵法ͳͲΛͲ͏͢Δͷ͔Λݕ౼͕ඞཁɻݒ
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公益社団法人東京都診療放射線技師会
第4回理事会

9月号 

೦ࡐྉは͋Δ͕લݕʹ͖޲౼したいɻ
໦暮ཅհ　ॸ務ҕһ長ɿ

　ը૾所ݟͱい͏ͱ͜Ζʹؔしͯɺ+A3TͰ4TAT
ը૾所ݟͷऔΓѻい͕͋ΔͷͰɺ۩ମతͳҊ͕ग़ͯ
͖たͱ͖ʹタΠτϧ΍ωーϛンάͳͲʹͭいͯͷί
ϝンτΛ͞せͯ΋Βいたいɻ

ҭҕһ長ɿڭ　川ॏ࢘ࢢ
　Ͳͷよ͏ͳझࢫ΍目తͰɺͲͷよ͏ͳݴ༿Λ࢖༻
͢Δ͔ͳͲɺޡղͷͳいよ͏ʹਐΊͯい͖たいɻ

江田哲男　会長ɿ
　ఏҊ͕͋Ε͹ɺまͣೖ会ଅਐҕһ会ͰᎍんͰいた
だ͖ӡӦࣄװ会ٞʹ্͛ͯいただ͖たいɻ௨ৗͷษ
会ͱͷҧいΛͲ͜ʹ࣋たせΔ͔ɺೖ会ଅਐΛ͢Δڧ
たΊͷਃしࠐΈํ法΍ू٬ํ法ͳͲΛͲͷよ͏ʹ͢
Δ͔ݕ౼しͯいただ͖たいɻ

࿈བྷ߲ࣄ
ඌ　ਔ　ްੜௐࠪҕһ長ɿࠓ

　ྫ年࣮ࢪしͯいたϘ΢Ϧンάେ会ʹͭいͯɺࢀ加
ऀ͕ಛఆ͞Ε͕ͪͰएखͷࢀ加ͷࠐݟΛ͑ߟɺ本年
౓はόーϕキϡー։࠵Λݕ౼ɻৄࡉはະఆͰɺདྷ月
Ҏ߱ͷཧࣄ会Ͱۀࣄਃ੥・Ҋ಺༧ఆɻ本年౓はϘ΢
Ϧンάେ会Λ༧ఆしͯいͳいࢫΛप஌ґཔしたいɻ

江ੵ޹೭　޿ใҕһ長ɿ
　5月17日ʹୈ23回ޢ؃ϑΣスタ͕ແࣄऴྃɻࢀ加
ऀは67໊ɻ/),ͷχϡースͰऔΓ্͛ΒΕɺ東京都
診療放射線技師会ͷϒース΋放ૹ͞Εたɻڠޢ؃会ཧ
加団ମʹͭいͯΠンタϏϡーΛड͚たɻࢀ΍ࢫझ͕ࣄ
དྷ年౓΋ܧଓ։͢࠵ΔͷͰ͝ྗڠΛおئいしたいɻ

ҕһ長ɿࡍࠃ　༸հ　ۅ
　7月5日ʹԣ඿ͰΠンターφショφϧηοション։

ࡍࠃΔɻ͢࠵ɺ6月19日ʹワンίΠンηϛφーΛ։࠵
ҕһ会ͷ੒Γཱͪ΍ޙࠓͷ՝୊ʹͭいͯお話し͞せ
ͯいただ͘ͷͰ͝ࢀ加Λおئいしたいɻ

川ಞ志　ֶज़ҕһ長ɿࢢ
　7月11日ʹϝσΟΧϧマωジϝンτʮҩ療ނࣄͱอ
Δɻ加ೖϝ͢࠵ͷ加ೖʯΛテーマʹηϛφーΛ։ݥ
ϦοτͳͲΛղઆ༧ఆͰɺೖ会ଅਐʹ΋ͭͳ͕Δ಺
༰ͳͷͰ޿ใͷྗڠΛおئいしたいɻ

江田哲男　会長ɿ
　2023年2月ɺ日本診療放射線技師会੍͕نྗࢠݪ
ҕһ会͔Βʮ֐ࡂྗࢠݪҩ療ؔػྗڠʯʹ ఆ͞Εたɻࢦ
ঢ়થͷ؆қଌߕରしͯʹऀࡂ発ੜ時ʹඃ֐ࡂྗࢠݪ
ఆΛ࣮ࢪͰ͖Δ人ࡐΛଟ਺഑ஔしɺશࠃతͳରԠମ੍
Λߏங͢Δ͜ͱ͕目తɻ放射線ؔ࿈ͷ஌ࣝ・ݧܦΛ࣋
ͭ診療放射線技師͕ର৅Ͱ本年౓はશ5ࠃΧ所Ͱ։࠵
༧ఆɺ東京都΋ؚまΕΔɻืूର৅は֦େし͗͢Δͱ
डऀߨ਺͕ଟ͘ͳΓ͗͢ΔたΊɺTA3T会һΛத৺
ʹ͢Δํ਑ɻ࡛ݝۄͳͲۙݝ΋一෦ର৅ͱͳΔՄೳ
ੑは͋Δɻݚमඅ（डߨྉ）はશͯແྉɻৄ はະఆͰɺࡉ
ܾまΓ࣍ୈใ͢ࠂΔɻ

ͷ༧ఆʹ͍ͭͯʢ૯຿ҕһձʣޙࠓ
　本日は+A3Tͷ୅ٞһେ会։࠵ɻཌिは+A3Tఆ
時૯会ɻ15日はϑϨοシϟーζηϛφーɻ19日はୈ
161回日暮里क़ワンίΠンηϛφーɻ21日はA1ळ༿
Δɻ会৔ઃӦ͢࠵૯会Λ14時͔Β։ظͰTA3Tఆݪ
ͳͲはͳい͕ɺ४උ΍ू߹ͷ͝࿈བྷΛおૣΊʹした
いɻ6月26日はઐ໳෦ҕһ会ɻ7月3日はୈ4回ཧࣄ会ɻ
8月はཧࣄ会͕ͳいͷͰݚम会΍ۀࣄਃ੥はૣΊͷਃ
੥Λおئいしたいɻ

Ҏ্



౦ࣹ์ژઢ��������7PM�����/P���� 29

Λഇࢭしܦඅݮ࡟Λ࣮ࢪɻ
　・;PPNプϩɿ33
000ԁ（ࢧ෦・ઐ໳෦・本෦ͦΕͧΕ）
　・΢ΣϏφーɿ151
800ԁ（本෦）
　・年間߹ܭɿ໿250
000ԁ

　500人ن໛ͷ΢ΣϏφーは本෦Ͱ一ׅ؅ཧしɺࢧ෦
΍஍区Ͱ100人Λ௒͑Δ৔߹は本෦ʹ૬ஊͷ্ɺରԠ
͢Δɻିしग़しͰはͳ͘ɺ本෦ଆͰΞυϨスΛ࡞੒・
Φープン͢ΔܗͰӡ༻ɻ

浅沼雅康　副会長
ॻʹ௥加ͳしɻࠂಈใ׆・
ࣄ務執行ཧۀ（3
૯務ɿླ໦༤一　ཧࣄ
ॻʹ௥加ͳしɻࠂಈใ׆・
ॸ務ɿ໦暮ཅհ　ཧࣄ
ॻʹ௥加ͳしɻࠂಈใ׆・
・日本診療放射線技師会ୈ88回ఆ時૯会΁ͷग़੮ࡌه

ʹͭいͯ૬ஊ͕͋ͬたɻ江田会長よΓɺʮ૯会・ཧࣄ
会౳ͷେ͖ͳ会ٞʹͭいͯはɺ東京都ਪનͷશࠃཧࣄ
ͱしͯ׆ಈしͯいΔたΊࡌهしͯ΋よいʯͱͷݟղ͕
ࣔ͞Εɺޙࠓ΋ಉ༷ͷํ਑ͰਐΊΔ͜ͱ͕߹ҙ͞Εたɻ

ࣄ川ॏ࢘　ཧࢢҭɿڭ
ॻʹ௥加ͳしɻࠂಈใ׆・
4）ઐ໳෦ҕһ会ใࠂ
ॻʹ௥加ͳしɻࠂಈใ׆・
5）஍区ҕһ会ใࠂ
ॻʹ௥加ͳしɻࠂಈใ׆・

೔　　࣌ɿ2�2�೥7݄�೔ʢ໦ʣ
��࣌��෼ʙ2�࣌��෼

৔　　所ɿΠϯタʔωッτճ線্
ग़੮ཧ事ɿాߐ఩உɺ໺࡞޾ޱɺؔ　ਅҰɺઙপխ߁ɺ

ླ໦༤Ұɺ໦฻ཅհɺࢢ઒ॏ࢘ɺੴాխ඙ɺ
೭ɺ޹ੵߐɺߦɺ஛҆௚ࢤ઒ಞࢢ໺मজɺߴ
ɺ܆　ɺؔ୩࢘޾ɺ∅઒ࢤඌ　ਔɺ౉ล༃ࠓ
ౡా　་ɺ෍઒Յ৴ɺେ௡ݩय़

ग़੮؂事ɿ໺ాઔࡾ࿠ɺന໦　ঘ
ग़੮ऀɿ૿ా঵୅ʢ第�஍۠ҕһ௕ʣɺদాහ࣏ʢ第໊ࢦ

�஍۠ҕһ௕ʣɺ๺໺Γ͑ʢ第�஍۠ҕһ௕ʣɺ
ҏࠤཧՅʢ第�஍۠ҕһ௕ʣɺ෋ؙՂҰʢ第
7஍۠ҕһ௕ʣɺ੢ڷ༸ࢠʢ第�஍۠ҕһ௕ʣɺ
ʢ第��஍۠ҕһ௕ʣɺ٢ଜ　ྑʢ第৳҆ݹ໊
�2஍۠ҕһ௕ʣɺ௕୩઒ߒষʢ第��஍۠ҕһ
௕ʣɺٶԼຑґʢ第��஍۠ҕһ௕ʣɺۅ　༸
հʢࡍࠃҕһ௕ʣɺதඌ　Ѫʢೖձଅਐҕһ௕ʣɺ
Յࢁʢ編集ҕһ௕ʣɺଜݑҪේؠ ʢོ૯務ҕһʣɺ
੨໦　३ʢ૯務ҕһʣɺ৽઒ᠳଠʢ૯務ҕһʣ

ܽ੮ཧ事ɿͳ͠
ܽ੮؂事ɿͳ͠
ٞ　　௕ɿాߐ఩உʢձ௕ʣ
࢘　　ձɿઙপխ߁ʢ෭ձ௕ʣ
ٞ事࿥࡞੒ɿଜࢁՅོɺ੨໦　३ɺ৽઒ᠳଠ

ձ長ѫࡰ
　本日΋͝ଟ๩ͷதཧࣄ会ʹ͝ूࢀいただ͖ɺँײਃし
্͛Δɻࢲͱ໺口副会長は+A3Tͷࣄ務所͔Βࢀ加͞
せͯいただいͯいΔɻ本日΋よΖし͘おئい͢Δɻ

ཧࣄձఆ਺֬ೝ
　ग़੮ɿ19໊ɺܽ੮ɿ0໊

લճٞࣄ࿥֬ೝ
લ回ٞࣄ࿥ʹͭいͯ֬ೝΛ行 た͕ͬमਖ਼ҙݟはͳ͔ たͬɻ

ใ߲ࣄࠂ
1）江田哲男　会長
・6月19日ʹ日本ҩ療Պֶେֶʹおいͯྫ年ಉ༷ɺಛผ

Λ行ͬたɻٛߨ
2）副会長
ؔ　ਅ一　副会長
ॻʹ௥加ͳしɻࠂಈใ׆・
໺口࡞޾　副会長
・;PPNܖ໿ঢ়گ

　東京都診療放射線技師会Ͱはɺ;PPNΛ3ܖ໿（本
෦༻・ࢧ෦༻・ઐ໳෦༻）しͯいΔɻ
෦・ઐ໳෦はʮ;PPNプϩ（100人まͰ）ʯɺ本෦はࢧ　

ʮ;PPNプϩʴ΢ΣϏφー500人ʯΛܖ໿ɻҎલはʮラー
ジϛーテΟンά（500人）ʯ΋ܖ໿しͯいた͕ɺ΢ΣϏ
φー500人ͱॏෳ͢ΔたΊɺラージϛーテΟンάܖ໿

News

公益社団法人東京都診療放射線技師会
第4回理事会

9月号 
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6）֤ҕһ会ใࠂ
ॻʹ௥加ͳしɻࠂಈใ׆・
7）ͦͷଞ
回はಛʹͳ͔ͬたɻࠓ・

ٞɹɹࣄ
ਃ੥ۀࣄ（1
ᶃ਌ກ##2େ会
日　時ɿ2025年9月28日（日）11ɿ00～ 14ɿ00
৔　所ɿ஑ା　ָԂタ΢ンͷఉ
・会අは5
500ԁɺืू։࢝は9月߸͔ΒͰϗーϜϖー

ジʹ΋ࡌܝ༧ఆɻఱީʹͭいͯはʮ԰ࠜ෇͖ͷたΊɺ
よ΄Ͳͷ荒ఱͰͳ͚Ε͹࣮ࢪՄೳʯͱͷઆ໌ɻैདྷͷ
஍区ର߅Ϙ΢Ϧンάେ会͔Βɺ஍区ͷަྲྀΛਂΊΔ目
తͰ##2େ会ʹมߋɻՈ଒ࢀ加΋ݕ౼͞Εた͕ɺ人
਺೺Ѳ͕೉しいたΊࠓ回は会һ・ඇ会һͷΈର৅ɻ

　̡ ঝೝɿ19໊ɺอཹɿ0໊ɺ൱ೝɿ0໊ʳ
ᶄୈ163回日暮里क़ワンίΠンηϛφー
テーマɿ放射線૬ஊҕһ会ڞಉاը　
　　　　ʵ放射線૬ஊͷج本ͷʮ͖ʯɻ
日　時ɿ2025年11月14日（金）18ɿ30～ 20ɿ00
৔　所ɿ東京都診療放射線技師会ݚमηンター
　̡ ঝೝɿ19໊ɺอཹɿ0໊ɺ൱ೝɿ0໊ʳ
　)1ͷకΊ੾Γはɺ2025年11月13日（໦）ʹ ม͢ߋΔɻ
ᶅୈ3஍区ݚम会
テーマɿֶ΅͏ʂਛ・副ਛ࣬ױ　
　　　　ʵ֤ϞμϦテΟͷΞプϩーνʵ
日　時ɿ2025年11月28日（金）19ɿ00～ 20ɿ30
৔　所ɿ東京ҩՊେֶපӃ　ୈ一ڭڀݚҭ౩ ֊̏ୈ一ߨಊ
　̡ ঝೝɿ19໊ɺอཹɿ0໊ɺ൱ೝɿ0໊ʳ
いͯͭʹݴड෇ํ法ͷӡ༻ํ਑ͱҊ಺จ・ࠐ加ਃࢀ・

加΋Մೳͱ͢ࢀ本ͱしͭͭɺ当日جΛ੍ࠐલਃࣄ　
Δӡ༻͕աڈʹ行ΘΕͯいたɻ
　ίϩφՒͰ当日ࢀ加ड෇͕一時తʹফ໓した͕ɺ൓
ରҙ͕ͬ͋ݟたΘ͚Ͱはͳいɻ
ࣄ加人਺ͷ೺Ѳ΍会৔ઃӦͷたΊɺͰ͖Δだ͚ࢀ　
લొ࿥Λଅ͢ํ਑ɻ
　Ҋ಺จݴʹͭいͯはɺաڈͷྫࣄΛߟࢀʹしͭͭɺ
؆ܿͳදݱͰまͱΊΔํ਑Ͱ߹ҙɻ
　Ҋ಺จͷఆܕԽʹͭいͯ΋ޙࠓͷ՝୊ͱしͯೝࣝɻ
加ऀ͕ࠞཚしͳいよ͏ɺక੾日΍ड෇ํ法Λ౷ࢀ　
一・໌֬Խ͢Δඞཁੑ͕ࢦఠ͞Εたɻ
　会৔͕޿い৔߹はಛʹ໰୊͕ͳいͱͷҙݟ΋͋Γɺ
ঢ়ͰはΦープンͳड෇ମ੍͕๬ましいͱͷೝࣝͰݱ
一கɻ

2）東京都΁ͷۀࣄมߋਃ੥ʹͭいͯ
໺口࡞޾　副会長ɿ

　東京都診療放射線技師会Ͱ行ͬͯいΔۀࣄ಺༰ʹ
ؔしͯɺ෇͚加͑ΔܗͰจݴͷमਖ਼Λ行ͬたɻまたɺ
ްੜௐࠪҕһ会ͷۀࣄ಺༰ʹؔしͯ΋จݴͷमਖ਼Λ
行ͬたɻ͝৹ٞΛおئいしたいɻ

໺मজ　ব֎ҕһ長ɿߴ
　ϞμϦテΟผͷจݴは࡟আしͯ΋よいͷͰはͳい
͔ɻޙࠓɺୈ3஍区ݚम会ͷよ͏ʹ࣬͝ױͱͷྖҬͰ
ݶम会౳Λ行͏Մೳੑ͕͋ΔͷͰɺϞμϦテΟͰݚ
ఆ͢ΔඞཁはͳいͷͰはͳい͔ɻ

ҭҕһ長ɿڭ　川ॏ࢘ࢢ
　ʮબ୒త͔ͭूதతʹߨश会Λ։͢࠵ΔたΊʹʯͷ
จݴ΋࡟আしͯよいͷͰはͳい͔ɻ

ླ໦༤一　૯務ҕһ長ɿ
श会ͳͲʯߨͷ෦分Λʮࣈせͣɺ੺ࡌهश会໊はߨ　
ͷΈʹしͯ΋よいͷͰはͳい͔ɻ

ؔ　ਅ一　副会長ɿ
したํ͕よいͷͰはͳい͔ɻ࢒श会໊はߨ　

ҭҕһ長ɿڭ　川ॏ࢘ࢢ
　ʮೝఆ（ཆ੒）ɺू தɺ࣮ ફߨश会ʯΛแׅ͢Δよ͏ʹɺ
࣮ફूதߨश会ͱい͏จݴʹमਖ਼͢Δͷはい͔͕͔ɻ

໺口࡞޾　副会長ɿ
はޙࠓश会ͱͳͬͯいΔͷͰɺߨは.3*ूதࡏݱ　
.3*だ͚Ͱͳ͘ɺX線ࡱӨ΍$T΋࣮ફूதߨश会ͱ
い͏໊শʹ౷一͢Δͱい͏ೝࣝͰྑいͷ͔ɻ

ҭҕһ長ɿڭ　川ॏ࢘ࢢ
श会ͱい͏໊শͰ౷一͢Δɻߨは࣮ફूதޙࠓ　

　̡ ঝೝɿ19໊ɺอཹɿ0໊ɺ൱ೝɿ0໊ʳ
3）৽ೖୀ会ʹͭいͯ
　6月ɿ৽ೖ会　26໊ɺసೖ　2໊ɺసग़　1໊ɺୀ会　

1໊
　̡ ঝೝɿ19໊ɺอཹɿ0໊ɺ൱ೝɿ0໊ʳ
江田哲男　会長ɿ

　৽ଔͰೖ会したํ͕19໊ࡏݱͰ͋Δ͕ɺྫ年ͱൺ
ֱ͢Δͱগͳいɻࠓ年౓৽ଔͷํはɺݚࣔࠂमͷΧϦ
キϡラϜΛཆ੒ֶߍͰमྃしͯいΔたΊͰ͋Δͱߟ
͑ΒΕΔɻ͜ͷ޲܏はશࠃతʹ΋͖ͯىいΔঢ়گͰ͋
Δɻ֤৬৔ʹおいͯ΋ɺ৽ଔͰೖ৬したํʑʹରしͯɺ
技師会͕ັྗతͳ団ମͰ͋Δ͜ͱΛҾ͖ଓ͖޿ใし
ͯいただ͖たいɻ

஍࣭۠໰ɺҙݟ
ୈ6஍区ɿ

　ษڧ会ͷҊ಺ΛプϦンτʹͯࠂ஌しͯいΔࢪઃ͕
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͋Δɻۙ࠷ͷษڧ会は23ίーυͰ؆ศʹਃしࠐΈ͕
Ͱ͖Δ༷ʹͳͬͯいΔɻ東放技ͷݚम会Ҋ಺΋)1͔
Β23ίーυ෇͖ͷ1%Fʹͯग़ྗ͢Δ͕ࣄͰ͖Δ༷
ʹͳΔͱプϦンτࣔܝͰࢪઃͷスタοϑʹҊ಺͕༰
қʹͳΓɺまたਃしࠐΈ΋؆୯ʹͳͬͯ会һɺඇ会
һʹؔΘΒͣࠂ஌Ͱ͖Δ༷ʹͳΔͱ͑ߟΔ͕ɺݕ౼
いただ͚ͳい͔ɻ

஛҆௚行　৘ใҕһ長ɿ
　1%FʹؔしͯはɺϦーϑϨοτͷよ͏ͳܗ式Ͱ͋
Ε͹よいͷ͔ɻ

ҏࠤཧՅ　ୈ6஍区ҕһ長ɿ
　会1͕ࢽ%Fܗ式Ͱग़ྗͰ͖Ε͹よいͱ͏ࢥɻ͞Β
ʹɺ会ࢽͷதʹ΋23ίーυ͕ࡌܝͰ͖Ε͹ਃしࠐΈ
し΍͢いͷͰはͳい͔ɻ

஛҆௚行　৘ใҕһ長ɿ
　23ίーυʹؔしͯはɺݚम会ͷਃしࠐΈϑΥーϜ
ʹϦンΫ͢Ε͹よいͷ͔ɻ

ҏࠤཧՅ　ୈ6஍区ҕһ長ɿ　
　ͦͷ΄͏͕ྑいͱ͑ߟΔɻ

஛҆௚行　৘ใҕһ長ɿ
ਃ੥ॻΛいただい͔ͯΒϗーۀࣄঢ়ɺօ͞ま͔Βݱ　
ϜϖージΛ࡞੒しɺͦͷ23ޙίーυΛ࡞੒͢Δɻ͜
ͷ৔߹ɺ23ίーυΛ会͢ࡌܝʹࢽΔ͜ͱ͕時間తʹ
間ʹ߹ΘͳいՄೳੑ͕͋Δɻ岩井ฤूҕһ長ͱͲͷ
ஈ֊Ͱ23ίーυΛܗ੒Ͱ͖Δͷ͔ɺݕࡏݱ౼தͰ͋
Δɻ1%Fग़ྗʹؔしͯはɺผ్վम͕ඞཁͱͳΔたΊɺ
いΔɻͯ͑ߟは೉しいͱݱ࣮

ҏࠤཧՅ　ୈ6஍区ҕһ長ɿ　
　ྫ͑͹ɺݚम会ͷϗーϜϖージΛ印刷したࡍʹɺ
23ίーυ΋͢ࡌܝΔ͜ͱはՄೳͰしΐ͏͔ɻ

஛҆௚行　৘ใҕһ長ɿ
はɺA4αΠζͷまࡍͷϗーϜϖージΛ印刷͢Δࡏݱ　
まͰ印刷͞ΕΔ࢓૊ΈʹはͳͬͯおΒͣɺ80�ఔ౓ʹ
ॖখしͳいͱ໢ཏしͯ印刷はͰ͖ͳいঢ়گͰ͋ΔɻԿ
回͔テスτΛ行いɺલݕʹ͖޲౼͞せͯいただ͖たいɻ

࿈བྷ߲ࣄ
ҭҕһ長ɿڭ　川ॏ࢘ࢢ

　ϑϨοシϟーζɺワンίΠンηϛφーは2回ʹΘた
Γ130໊Ҏ্͕ࢀ加し੝گͰ͋ͬたɻདྷ年౓はӡӦ໾
һͷシϟοϑϧ΍৽࡞ࡐڭ੒Λݕ౼しɺワンίΠン

ηϛφーͱしͯ৽たͳܗͰ࣮ࢪ༧ఆɻ
川ಞ志　ֶज़ҕһ長ɿࢢ

　ϝσΟΧϧマωジϝンτߨश会ɺ͖Ί͜ま΍͔ͳ
ੜ֔ڭҭ͕։͞࠵ΕΔͷͰ޿ใΛおئい͢Δɻ

஛҆௚行　৘ใҕһ長ɿ
　ୈ1஍区ͷษڧ会ͷࢀ加ՄೳఆһΛ૿΍しɺ࠶ਃし
い͢ΔɻئใΛお޿ΈՄೳʹͳͬͯいΔɻࠐ

༸հ　ಛผҕһ長ɿ　ۅ
　ؔ東ߕ৴ӽֶज़େ会͕ԣ඿Ͱ։͞࠵ΕΔɻ7月5日

（土）ʹ Πンターφショφϧηοション͕͋ΔͷͰ͝
い͢Δɻئ加Λおࢀ

தඌ　Ѫ　ೖ会ଅਐҕһ長ɿ
　ୈ4஍区ͰͷϦーϑϨοτͷ഑෍Λ͢ँײΔɻޙࠓ
΋͝ྗڠΛおئい͢Δɻ

江田哲男　会長ɿ
ΕΔɻؔ東͞࠵৴ӽֶज़େ会͕։ߕि຤ʹؔ東ࠓ　
৴ӽ໾һ会ٞͷٞ୊ͱしͯɺֶज़େ会ͷスϦϜԽߕ

͕（΁ͷఏҊ࠵行3日間ˠ2日間։ݱ） ৹߲ٞࣄͱͳͬ
ͯいΔɻ2日間։࠵ʹؔ͢Δҙݟ（ࢍ൱ɺر๬಺༰）Λ
ɺ࠵ΊΒΕͯいΔɻ本会͔Βはɺ΢ΟーΫσーͷ։ٻ
したΠϕࢹҭΛॏڭɺシンϙジ΢Ϝ΍ֹݮ加අͷࢀ
ンτͱしͯଟ͘ͷηοション͕ඞཁͳͷͰϙスター
ηοションͷఏҊ౳Λͯ͑ߟいΔɻ
　༧ࢉʹͭいͯɺࡢ年౓は໿500ສԁͷ੺ࣈͰ͋ͬたɻ
ओͳཧ༝は4ͭɻᶃίϩφऩଋʹよͬͯ׆発ʹۀࣄ΍
会͕ٞల։͞Εた͜ͱɻᶄ会ٞͷग़੮཰͕͘ߴͳͬた

（໿190ສԁ૿）ᶅ会ࢽͷ印刷製本・発ૹؔ܎අ༻ͷ஋
্͕Γ（໿110ສԁ૿）ᶆೖ会ଅਐͰ140໊ͷ会һ͕૿
͑た͕ɺͦͷ分ͷऩೖ͕ͳ͔ͬた͜ͱɻ本会Ͱはࢧ
ग़ͷݮ࡟Λ࣮͢ࢪΔɻ௨৴ࡶඅΛத৺ʹݟ௚しΛߟ
͑ͯいΔɻ࣍回ͷཧࣄ会ͰվΊͯաڈσータΛఏࣔ
しͯઆ໌༧ఆɻ

ͷ༧ఆʹ͍ͭͯʢ૯຿ҕһձʣޙࠓ
　ؔ東ߕ৴ӽֶज़େ会ɺϝσΟΧϧマωジϝンτߨश
会ɺ͖Ί͜ま΍͔ͳੜ֔ڭҭɺ࣮ફX線ߨश会ɺ৓
東ࢧ෦ݚम会ɺୈ1஍区ݚम会Λ։࠵༧ఆɻ
　8月ͷཧࣄ会։࠵はͳい͕ɺ7月ʹઐ໳෦ҕһ会͕
։͞࠵ΕΔɻ7月தʹ࣭໰΍ҕһ会ใ͕͋ࠂΕ͹ԕྀ
ͳ͘ɻ

Ҏ্
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東 放 見 聞 録放

働く技師に必要な「お金の教養」──3つの視点

はじめに
診療放射線技師ͱしͯɺ日ʑྟচͷݱ৔Ͱ͝׆༂͞ΕͯいΔօ͞まはɺଟ๩͔ͭ੹೚ͷॏいۀ務ʹैࣄしͳ͕Βɺҩ療νーϜ
ͷ一һͱしͯ ॏཁͳ໾ׂΛ担ͬͯ おΒΕΔ͜ͱͱࢥいま ɻ͢

たͱ͑͹ᴷᴷ
ʮޕલதʹٸͳࠪݕґཔ͕ूதしɺ༧ఆしͯ いたۀ務͕େ෯ʹม͞ߋΕたʯ
ʮୀۈ௚લʹ͕ࠪݕٸۓೖΓɺ݁Ռతʹۀ࢒ͱͳͬたʯ

͜͏ したಥ発తͳࣄଶはɺྟচݱ৔Ͱはܾしͯ ௝し͋͘ Γませんɻ時間త・৺ཧతͳෛՙ͕େ͖いͳ͔Ͱɺࣗ਎ͷੜ׆ઃܭ΍ক
དྷ΁ͷඋ͑ʹͭいͯ͑ߟΔ༨༟͕࣋ͪʹ͘ いͱい͏ͷ΋ɺଟ ͷ͘技師๊͕͑Δ࣮ײͰはͳいͰしΐ͏ ͔ɻ

し͔しɺだ͔Βͦ͜਎ʹ͚ͭͯお͖たいͷ͕ɺʮお金ͷڭཆ（ϑΝΠφンシϟϧ・Ϧテラシー）ʯͰ ɻ͢
͜Εはɺઐ໳৬ͱしͯ ҆ఆしたキϟϦΞΛஙいͯい্͘Ͱͷɺ΋͏ ͻͱͭͷlج൫zͱ΋͑ݴΔ΋ͷͰ ɻ͢

本ߘͰはɺ診療放射線技師ͱしͯ ಇ օ͘͞まʹ͚ͯ޲ɺ日ৗͷԆ長線্Ͱ࣮ફͰ͖Δʮお金ͷڭཆʯΛɺ3ͭͷࢹ఺͔Β͝঺հ
しま ɻ͢

① 「現在の生活」と「将来の備え」を分けて考える
日ͷझຯɺͪΐͬٳɺࣄͷ৯ޙࣄ࢓ ͱした͝๙美ͷങい෺ᴷᴷ
͜͏ したࢧग़は৺਎ͷόランスΛอͭたΊʹ΋ඞཁͳ΋ͷͰ ɻ͢

一ํͰɺͦΕͱはผ ʮʹকདྷͷࣗ分Λ͑ࢧΔお金ʯΛҙࣝతʹ֬อしͯ い͘͜ ͱ΋ɺඇৗʹॏཁͰ ɻ͢

たͱ͑͹ɺ毎月ͷڅ༩͔Β1
000ԁ～3
000ԁఔ౓Λผ口座ʹࣗಈతʹ振Γ分͚Δだ͚Ͱ΋ɺকདྷ΁ͷ҆৺ײ΍બ୒ࢶʹͭͳ͕
Γま ɻ͢ॏཁͳͷは金ֹͷେখよΓ΋ɺʮ目త͝ͱʹ分͚ͯ؅ཧ͢Δʯͱい͏शͦ׳ͷ΋ͷͰ ɻ͢

͜ͷよ͏ ग़Λੑ࣭Ͱ分͚Δ͜ͱはɺ長ࢧʹ キ͘ϟϦΞΛଓ͚ͯい্͘Ͱ΋େ͖ͳ͑ࢧʹͳΓま ɻ͢

② 固定費の見直しを「年に一度の点検習慣」に
௨৴අɺαϒスΫϦプションαーϏスɺอݥྉͳͲͷݻఆඅはɺ一౓ܖ໿͢Δͱݟ௚しΛ๨Ε͕ͪͰ ɻ͢

し͔しɺ͜͏ したఆৗతͳࢧग़ͦ͜ɺҙࣝతʹ఺͢ݕΔ͜ͱͰՈܭͷॊೈੑ͕ߴまΓま ɻ͢

たͱ͑͹ɺར༻しͯいͳいαーϏスͷղ໿΍ɺྉ金プランͷݟ௚しʹよͬ ͯɺ月ʹ2
000～3
000ԁͷઅ໿͕Ͱ͖Ε͹ɺ年間Ͱ਺
ສԁͷ༨༟͕ੜまΕま ɻ͢

͜ͷ఺ݕは毎月行͏ඞཁは͋Γませんɻ஀ੜ月΍年࢝ͳͲɺࣗ分ͷதͰܾΊたʮ年ʹ一౓ͷՈܭ఺ݕ日ʯΛઃ͚ͯお͘だ͚Ͱ΋
े分Ͱ ɻ͢

ҩ療ै͕ऀࣄఆظతʹ݈康診அΛड͚Δよ͏ ʹɺお金ʹͭいͯ΋ఆظతͳl఺ݕzΛऔΓೖΕΔ͜ͱ͕ɺ長ظతͳ҆ఆʹͭͳ͕
Γま ɻ͢

③ 制度を「知っている」だけでも選択肢が広がる
よۙ͘࠷ ࣖʹ͢Δʮ/*4Aʯ΍ʮJ%F$Pʯͱいͬた੍౓΋ɺকདྷ΁ͷඋ͑ͱしͯ ඇৗʹ༗ޮͰ ɻ͢
・�/*4A（গֹ౤ࢿඇ՝੫੍౓）ɿ一ఆͷඇ՝੫࿮಺Ͱ౤ࢿ৴ୗͳͲͷ࢈ࢿӡ༻͕Մೳɻ2024年͔Βͷ৽੍౓Ͱ͞Βʹ࢖い΍

͘͢ ͳΓましたɻ
・�J%F$P（ݸ人֬ܕఆڌग़年金）ɿ࿝ࢿޙ金ΛੵΈཱͯͳ͕Βɺֻ金͕所ಘ߇আͱͳΓɺઅ੫ޮՌ΋ಘΒΕま ɻ͢
ͲͪΒ΋ʮࣗ分ʹ߹ͬたタΠϛンάͱ಺༰Ͱ׆༻Ͱ͖Δʯॊೈੑͷ͋Δ੍౓Ͱ ɻ͢

͙͢ʹ࢝Ίͳͯ͘ ΋ߏいませんɻまͣはʮ੍౓ͷଘࡏΛ஌Γɺ֓ཁΛཧղしͯお͘ʯ͜ͱɻͦΕだ͚Ͱ΋ɺকདྷʹର͢Δબ୒ࢶ
Γま͕޿͕ ɻ͢

おわりに──専門職の人生を支える「経済的な備え」
診療放射線技師ͱい͏ࣄ࢓はɺߴ౓ͳઐ໳ੑΛཁ͢Δ一ํͰɺ৺਎ͷෛ担΋େ͖͘ ɺキϟϦΞͷาΈํ΋人ͦΕͧΕͰ ɻ͢

ͦͷよ͏ ͳ৬ۀతಛ௃Λ;ま͑Δͱɺʮお金ʯͱͷ͖޲߹いํはɺ୯ͳΔՈ؅ܭཧΛ௒͑ͯ ɺ人ੜΛ҆ఆ͞せΔたΊͷج൫ͱͳΓま ɻ͢

఺ᴷᴷࢹ回͝঺հした3ͭͷࠓ
ʯͱʮকདྷʯʹ分͚ͯ؅ཧ͢Δࡏݱग़Λʮࢧ・
ʯͱ͢Δ׳Λʮ年ʹ一౓ͷशݕఆඅͷ఺ݻ・
・੍౓Λ஌Δ͜ͱͰબ୒ࢶΛ͛޿Δ
͜ΕΒΛແཧͷͳいൣғͰऔΓೖΕΔ͜ͱ͕ɺࣗવͳ͔たͪͰকདྷ΁ͷඋ͑ͱͳΓま ɻ͢

ʮ͋ͱͰ͑ߟΔʯͷͰはͳ ɺ͘ʮࠓͰ͖Δ͜ͱ͔Βগしͣͭʯɻ
ͦΕ͕ɺݱ৔Ͱ๩し͘ಇ͘技師ͷօ͞まʹͱͬ ͯɺ࠷ળͷlඋ͑zʹͳΔはͣͰ ɻ͢

จ・マωラジ
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学術講演会・研修会等の開催予定
日時や会場等の詳細につきましては、会誌及びホームページでご案内しますので必ず確認してください。

2025年度

　1.�ֶज़ݚम会

　　ˑୈ23回΢Πンターηϛφー � � ະఆ

　2.�ੜ֔ڭҭ

ˑ3.�日暮里क़ワンίΠンηϛφー

　　　ୈ162回日暮里क़ワンίΠンηϛφー　8FC։࠵� � � 2025年 9 月18日（໦）

　　　ୈ163回日暮里क़ワンίΠンηϛφー � � 2025年11月14日（金）

　4.�ઐ໳෦ҕһ会ݚम会

　　　ୈ20回ϖΠシΣンτέΞֶज़େ会 � � 2026年 2 月28日（土）

म会ݚҕһ会ࡦର֐ࡂ　　　 � � ະఆ

　5.�ूதߨश会

　　　ୈ14回.3*ूதߨश会 � � ະఆ

　　　2025年౓࣮ફूதߨश会ʵ$T૷ஔ・ࠪݕʵ� � � 2025年 9 月21日（日）

ˑ6.ࢧ�෦ݚम会

　　　৓๺ࢧ෦ݚम会 � � 2025年10月24日（金）

　　　৓西・৓ೆ・ଟຎࢧ෦ݚम会 � � ະఆ

　7.�஍区ݚम会

　　　2025年౓ୈ5஍区ݚम会 � � 2025年 9 月 5 日（金）

　　　2025年౓ୈ2஍区ݚम会　8FC։࠵ � � 2025年 9 月 9 日（Ր）

　　　2025年౓ୈ3஍区ݚम会　8FC։࠵ � � 2025年11月28日（金）

ˑ8.�ୈ25回東放技・東京ࢧ෦߹ಉֶज़ߨԋ会 � � ະఆ

　9.�஍ڥ؀ٿอશ׆ಈ

　　　荒川Տ川ෑਗ਼૟׆ಈ � � ະఆ

ç10.�東放技ࢀ加　行੓ࡇΓ౳ � � ະఆ

　（৽ଔ͔ͭ৽ೖ会һͱはɺ技師ֶߍଔۀ年ʹ技師໔ڐऔಘし本会΁ೖ会した会һΛい͏）



東京都診療放射線技師会費
新卒・既卒問わず

入会費5,000円

令和8年度まで延長決定!!

まだまだ情報が沢山！詳細はこちら→

技技師師免免許許取取得得年年度度にに入入会会すするるとと……

公益社団法人 東京都診療放射線技師会

技師会技師会入るなら今がチャンス入るなら今がチャンス!!

ししかかもも

日日本本診診療療放放射射線線技技師師会会（（JJAARRTT））入入会会費費

入入会会金金55,,000000円円++初初年年度度会会費費１１４４,,００００００円円もも00円円

・付帯保険に加入出来る

・会誌が定期的に届く

・会員価格で勉強会に参加できる
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TEL・FAX （03）3806-7724

富士フイルムメディカル(株)
キヤノンメディカルシステムズ(株)
(株)ジャパン・メディカル・ブランチ
日本メジフィジックス(株)
長瀬ランダウア(株)
シーメンスヘルスケア(株)

いたり、得手不得手があったりと、1人で
何でもできるわけではありません。ピン
チになった時に、1人で全てを解決してく
れる絶対的なヒーローは出てきません。
それどころか、人は鬼と違うから当然ケ
ガをすれば治りづらいし、腕がなくなれ
ば戻らないし、死んでしまったら生き返
らない。こういうリアルな描写が現実社
会とリンクし、とても親近感を覚える作
品になっているのではないでしょうか。
　「鬼滅の刃」では数々の名言が生まれ、
その言葉もまた人を惹きつける魅力の
1つ。最後に、私の好きな言葉をいくつ
か。「考えろ考えろ。自分にできる最大限
のことを」「お館様から預かった隊士を、
俺んところで潰すわけにはいかねえから
な」「できるできないじゃない。やらな
きゃならないことがある」「強い者は弱い
者を助け守る。そして弱い者は強くなり、
また自分より弱い者を助け守る。これが
自然の摂理だ」などなど。意外と、現代
社会で、職場で使っても自然に聞こえる
言葉たちではありませんか？ まだご覧に
なったことのない方は、漫画からでもア
ニメからでも結構です。これからの秋の
夜長、ご覧になってみてはいかがでしょ
うか。

〈鋼柱〉

まだまだ暑い日が続きますが、皆さん
はいかがお過ごしですか？ この夏

も話題には事欠きませんでしたが、私が
印象に残ったことの1つは「劇場版「鬼
滅の刃」無限城編 第一章 猗窩座再来」
の圧倒的なクオリティです。史上最速で
国内の興行収入を塗り替え、未曾有の大
ヒットとなっています。実は、私は今年
に入って「鬼滅の刃」という作品を見始
めた超初心者です（笑）。ゴールデンウィー
クに「たまたま」目にしたのをきっかけに、
現在どっぷりと浸かっております。
　私が「鬼滅の刃」に魅了される理由の
1つは、作中における登場人物たちのバッ
クグラウンドの描写です。人も鬼もこれ
が実に人間臭く、どんどん引き込まれて
いきます。登場人物それぞれが悲しい過
去だったり、コンプレックスだったりと
弱さを持っていて、他人に知られたくな
い部分が丁寧に描出されているので、ス
トーリーについつい感情移入してしまい
ます。
　もう1つの魅力は、勧善懲悪のストー
リーにありがちな「絶対的最強ヒーロー」
が存在しない、ということでしょうか。
主人公は、初めは炭焼き屋のただの子供
で、戦うすべを知りません。「鬼殺隊」最
高ランクと尊敬される「柱（はしら）」た
ちもそれぞれが常に不安や悩みを抱えて
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